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　この藤は、樹齢150年を超えているともいわれ、元は盆栽だっ

たものが、植え替えられて育ったといわれています。

 太
たい

江
こう

寺
じ

の藤
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二
見
浦
は
景
勝
地
と
し
て
、

ま
た
、
神
宮
参
拝
客
の
垢こ

り

ば

離
場

（
心
身
を
清
め
る
場
）
と
し
て

知
ら
れ
、
我
が
国
の
歴
史
と
文

化
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
和
歌
な
ど
の

文
学
作
品
の
中
に
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

平
安
時
代
以
降
に
は
、
歌
枕

と
し
て
「
二
見
潟
」
や
「
二
見

浦
」
が
使
わ
れ
、
都
の
歌
人
た

ち
が
競
っ
て
和
歌
に
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
諸
国
行あ

ん
ぎ
ゃ脚

の
僧
侶
歌

人
と
し
て
著
名
な
西

さ
い
ぎ
ょ
う

行
が
二
見

に
滞
在
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
名
声
は
全
国
に
及
ん
で
い
き

ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
松
尾
芭
蕉

も
「
奥
の
細
道
」
の
大
旅
行
を

終
え
て
こ
の
地
を
訪
れ
、「
お

伊
勢
参
り
」の
流
行
と
と
も
に
、

そ
の
知
名
度
を
高
め
ま
し
た
。

　

近
代
に
な
っ
て
も
、
和
歌
や

随
筆
な
ど
数
多
く
の
文
学
の
題

材
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
見
浦
は
、
明
治
15
年
、
日

本
最
初
の
公
認
海
水
浴
場
と
し

て
開
設
さ
れ
た
地
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
風ふ

う

光こ
う

明め
い

媚び

な
景
勝
地

は
、
保
養
地
と
し
て
、
神
社
・

門
前
町
・
旅
館
街
な
ど
も
整
備

さ
れ
、
さ
ら
に
、
伊
勢
山
田
・

二
見
間
の
電
車
の
開
通
に
伴
い
、

一
大
観
光
地
と
し
て
全
国
津
々

浦
々
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
11
年
１
月
22

日
、
三
重
県
第
１
号
の
名
勝
と

し
て
指
定
さ
れ
、
三
重
県
を
代

表
す
る
景
勝
地
と
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

二
見
浦
と
は

二
見
浦
の
歴
史

　

伊
勢
市
を
代
表
す
る
景
勝
地
「
二
見
浦
」
を
、

5
月
19
日
、
国
指
定
文
化
財(

名
勝)

に
指
定

す
る
よ
う
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
文
部
科
学

大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
観
賞
上
の
価
値
が
高
い
自
然
景
観

と
し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
の
官
報
告

示
を
経
て
、
伊
勢
市
第
１
号
の
国
指
定
文
化
財

(

名
勝)

と
な
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
内
の
指
定
文
化
財
は

１
６
４
件(

国
指
定
39
件
、
県
指
定
35
件
、
市

指
定
90
件)

と
な
り
ま
す
。

　

二
見
浦
と
は
、
北
は
五
十
鈴

川
、
南
は
江え

川が
わ

（
五
十
鈴
川
派

川
）
の
河
口
に
挟
ま
れ
た
、
約

４
㎞
に
わ
た
る
緩
や
か
な
弓
型

の
砂
浜
海
岸
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
答
申
さ
れ
た
の
は
、
北

は
御み

し
お
ど
の
（
み
し
お
で
ん
）

塩
殿
か
ら
、
南
は
夫
婦
岩

が
位
置
す
る
立た

て
い
し
ざ
き

石
崎
ま
で
の
海

浜
・
海
域
と
、
景
観
上
一
体
的

な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
音お

と

無な
し
や
ま山

を
含
む
範
囲
で
す
。

　

今
回
答
申
さ
れ
た
国
指
定
文

化
財
（
名
勝
）
の
範
囲
に
は
、

次
の
場
所
が
含
ま
れ
ま
す
。

■
夫
婦
岩
と
二
見
興お
き
た
ま玉
神
社

　

夫
婦
岩
は
、
沖
合
６
６
０
ｍ

の
海
中
に
あ
る
興
玉
神し

ん
せ
き石

と
、

男お

岩い
わ

と
女め

岩い
わ

の
間
か
ら
昇
る
朝

日
（
日
の
大お

お
か
み神

）
を
遥よ

う
は
い拝

す
る

鳥
居
の
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

　

男
岩
は
高
さ
9
ｍ
、
女
岩
は

高
さ
4
ｍ
あ
り
、好
天
時
に
は
、

遠
く
富
士
山
を
望
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

興
玉
神
社
は
、
明
治
30
年
に

創
建
さ
れ
、
猿
田
彦
大お

お
か
み神

と
宇う

迦が
の
み
た
ま
の
お
お
か
み

御
魂
大
神
を
祭さ

い
じ
ん神

と
し
ま
す
。

縁
結
び
・
夫
婦
円
満
に
ご
利り

益や
く

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

答
申
さ
れ
ま
し
た

文
化
振
興
課
（
1
K
５
６
２
３
）

二
見
浦
が

国
指
定
文
化
財（
名
勝
）に

二
見
浦
が

国
指
定
文
化
財（
名
勝
）に

二
見
浦
が

国
指
定
文
化
財（
名
勝
）に

答
申
さ
れ
ま
し
た

文
化
振
興
課
（
1
K
５
６
２
３
）

夫婦岩

国
指
定
文
化
財(

名
勝)

の

範
囲
に
は
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興玉神石

御塩殿神社

夫婦岩

音無山

江
川
江
川

■
御
塩
殿

　

神
宮
に
供
え
る
御
塩
は
、
古

式
製
法
に
よ
り
、
そ
の
す
べ
て

が
御
塩
殿
で
作
ら
れ
ま
す
。

　

延
暦
23
（
８
０
４
）
年
の
「
儀

式
帳
」
に
も
そ
の
名
称
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
古
い
歴
史
を
有

す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
に
は
、
随
筆
「
方ほ

う

丈じ
ょ
う
き記

」
で
知
ら
れ
る
鴨

か
も
の
ち
ょ
う
め
い

長
明
が

訪
れ
、「
二
見
潟 

神
さ
び
た
て

る 

御
塩
殿 

幾
千
代
み
ち
ぬ 

松

の
か
げ
に
し
て
」
と
歌
に
詠
ん

で
い
ま
す
。

■
賓
日
館

　

明
治
20
（
１
８
６
７
）
年
に

創
建
さ
れ
た
近
代
和
風
建
築
で
、

貴
賓
の
休
憩
・
宿
泊
施
設
と
し

て
、
神
宮
の
崇す

う
け
い敬

団
体
で
あ
る

神し
ん
え
ん
か
い

苑
会
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

木
造
2
階
建
て
で
、
大
広
間

棟
な
ど
6
棟
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

嘉よ
し
ひ
と
し
ん
の
う

仁
親
王
（
の
ち
の
大
正
天

皇
）
を
は
じ
め
、
歴
代
皇
族
が

数
多
く
宿
泊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
3
月
17
日
に
は
、

三
重
県
の
有
形
文
化
財
（
建
造

物
）
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
資

料
館
な
ど
と
し
て
一
般
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
音
無
山

　

海
浜
の
後
方
（
南
方
）
に
あ

る
常
緑
広
葉
樹
に
覆
わ
れ
た
標

高
１
１
９
・
８
ｍ
の
独
立
丘
陵

で
す
。

　

昭
和
7
年
に
は
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
頂
上
ま
で
の
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

山
の
北
側
は
、
遊
歩
道
が
整

備
さ
れ
、
伊
勢
湾
を
一
望
で
き

る
ほ
か
、
桜
・
つ
つ
じ
な
ど
季

節
の
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

以
上
、
二
見
浦
を
構
成
す
る

要
素
は
多
彩
で
、
独
特
の
性
質

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
二
見
浦
は
、
古
代
か
ら

和
歌
の
歌
枕
や
信
仰
の
霊
地
と

し
て
の
み
な
ら
ず
、
近
世
・
近

代
以
降
は
行
楽
地
と
し
て
も
名

高
く
、
そ
の
観
賞
上
の
価
値
は

高
い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
共
有
の
財

産
と
し
て
大
切
に
し
、
将
来
に

よ
り
よ
い
か
た
ち
で
引
き
継
い

で
い
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

御塩殿

賓日館

音無山からの展望
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市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
市
内
5
カ
所
に
自
動
交
付

機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。(

ど
こ
の
自

動
交
付
機
で
も
証
明
書
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
）

　

ま
た
、
こ
の
自
動
交
付
機
は
、
休
日

な
ど
の
閉
庁
時
間
帯
に
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

設
置
場
所
・
利
用
時
間
に
つ
い
て
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

交
付
で
き
る
証
明
書
は
次
の
と
お
り

で
す
。

● 

印
鑑
登
録
証
明
書

● 

住
民
票
の
写
し

● 

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

　

操
作
は
、
金
融
機
関
の
現
金
自
動
預

け
入
れ
払
い
機
と
同
じ
よ
う
な
簡
単
な

手
順
で
、
申
請
書
を
書
く
手
間
な
ど
、
面

倒
な
手
続
き
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

暗
証
番
号
入
り
「
い
せ
市
民
カ
ー
ド
」

へ
の
引
き
替
え
を

　

旧
4
市
町
村
で
交
付
さ
れ
た
「
印
鑑

登
録
証
」
は
、
自
動
交
付
機
で
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

暗
証
番
号
入
り
の
「
い
せ
市
民
カ
ー

ド
」
へ
の
引
き
替
え
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

手
続
き
方
法　

本
人
が
、
次
の
も
の
を

持
参
し
、
同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
環

境
課
・
各
支
所
の
い
ず
れ
か
へ

①
旧
4
市
町
村
の
印
鑑
登
録
証

②
印
章
（
認
め
印
）

③
本
人
確
認
が
で
き
る
官
公
署
発
行
の

顔
写
真
入
り
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
・
写
真
入
り
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
な
ど
）

※
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
な
い
場

合
は
、
同
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
に
は
、
暗

証
番
号
入
り
「
い
せ
市
民
カ
ー
ド
」「
お

ば
た
タ
ウ
ン
カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す
。

「印鑑登録証明書」「住民票の写し」
「外国人登録原票記載事項証明書」が必要なときは

戸籍住民課（1K5547 ）

自動交付機を
ご利用ください
自動交付機を
ご利用ください
自動交付機を
ご利用ください
自動交付機を
ご利用ください
自動交付機を
ご利用ください
自動交付機を
ご利用ください



「

平成18年7月号5

ポリテク
センター

ポリテク
センター

伊
勢
市
役
所

●

小俣総合支所

●

二見総合支所
●

● 御薗総合支所

●小俣北部
保健福祉会館

● 市役所本庁舎・玄関

● 二見総合支所2階・ロビー

● 小俣総合支所・玄関 

● 御薗総合支所・入り口横 

午前7時～午後8時

（1/1～1/3 は利用できません。）

● 小俣北部保健福祉会館（県立明野高校隣）

午前9時～午後8時

（月曜日、祝日の翌日、12/28～1/4 は利用で

きません。）

自動交付機は次の5カ所に設置しています

利用時間

●伊勢市役所本庁舎

●小俣総合支所 ●二見総合支所

●御薗総合支所 ●小俣北部保健福祉会館
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住民税の課税所得 同世帯の高齢者※の収入金額 負担割合

145万円以上
520万円以上（高齢者が一人の世帯は 383万円以上） 2割

520万円未満（高齢者が一人の世帯は 383万円未満） 2割（申請により 1割）

145万円未満 1割

入院時食事代・医療費の負担額
①70歳未満の国民健康保険加入者

食事代（１食につき）
90日までの入院 210円
90日を超える入院 160円

②老人保健医療受給者または 70歳以上の国民健康保険加入者
食事代（１食につき） 自己負担限度額（月額）

  区分Ⅱ
90日までの入院 210円

24,600円
90日を超える入院 160円

  区分Ⅰ 100円 15,000円
※在宅総合診療などの場合も減額されます。

高齢受給者負担割合判定基準

2割負担の方は、10月から 3割負担に変更されます。
※同じ世帯の国民健康保険加入者で、70歳以上の人および老人医療の障害認定を受けている 65歳以上の人

国
民
健
康
保
険
ま
た
は

老
人
保
健
に
加
入
し
て
い
る
人
へ

医
療
保
険
課
（
1
K
５
５
５
２
・
K
５
６
４
６
）

入
院
時
食
事
代
・
医
療
費
の
減
額

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

入
院
時
の
食
事
代
や
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

手
続
き
方
法

①
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

● 

既
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

　

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

申
請
書
・
保
険
証
・
印
章
を
持

参
し
同
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

生
活
環
境
課
へ

● 

減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
人

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

保
険
証
・
印
章
を
持
参
し
同
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境

課
へ

②
老
人
保
健
医
療
受
給
者
ま
た

は
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

● 

既
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

　

引
き
続
き
減
額
認
定
証
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

に
は
、
7
月
下
旬
に
新
し
い
減

額
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
減
額

認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
7
月

31
日
㈪
ま
で
で
す
。

● 

減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
人

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受
給

者
証
・
印
章
を
持
参
し
同
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課

へ

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、

70
歳
に
な
る
誕
生
日
の
翌
月
１
日

（
誕
生
日
が
１
日
の
人
は
そ
の

月
）
か
ら
、
医
療
機
関
で
受
診

す
る
場
合
、
前
年
分
（
１
月
１

日
〜
7
月
31
日
は
前
々
年
分
）

の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
以
下

の
判
定
基
準
に
よ
り
、
医
療
費

の
負
担
が
１
割
ま
た
は
2
割
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
じ
世
帯
の
高
齢

者
の
国
民
健
康
保
険
加
入
状
況

に
異
動
が
あ
る
と
き
や
、
所
得

状
況
に
更
正
が
あ
る
と
き
は
、

負
担
割
合
が
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
8
月
１

日
㈫
に
更
新
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
高
齢

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
7

月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
、

平
成
18
年
度
（
平
成
17
年
中
）

所
得
を
確
認
し
た
う
え
で
、
7

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

※平成15・16年度は旧伊勢市のみ、平成17年度は旧４市町村（4月～10月分）と新市（11月～3月分）とを合わせた数字です。
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■受給者 1人あたりの年間医療費（千円）

平成 17年度

平成 16年度

平成 15年度

老人医療費の推移

平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度

医 　 療 　 費 （ 千 円 ） 9,635,603　　 9,262,669　　 12,082,174　　 

受 　 給 　 者 　 数 （ 人 ） 15,105　　 14,430　　 17,733　　 

受給者 1人あたりの年間医療費（円） 637,908　　 641,904　　 681,338　　 

　

老
人
保
健
医
療
受
給
者
は
、

医
療
機
関
で
受
診
す
る
と
き
に
、

保
険
証
・
健
康
手
帳
と
一
緒
に

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
（
以

下
、
受
給
者
証
）
を
提
示
し
、

医
療
費
の
１
割
ま
た
は
2
割
（
10

月
１
日
か
ら
は
、
１
割
ま
た
は

3
割
）
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
医
療
費
の
一
部
負
担
割

合
は
、
住
民
税
課
税
所
得
で
判

定
し
ま
す
。

　

判
定
の
結
果
、
一
部
負
担
割

合
が
変
更
に
な
る
人
に
は
、
7

月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
。

　

8
月
１
日
㈫
以
降
に
医
療
機

関
で
受
診
す
る
と
き
は
、
新
し

い
受
給
者
証
を
必
ず
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
部
負
担
割
合
の
変

更
が
な
い
人
は
、
現
在
の
受
給

者
証
を
引
き
続
き
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

老
人
保
健
医
療
制
度

老
人
保
健
医
療
受
給
資
格
者
の

要
件

　

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
の

障
害
認
定
を
受
け
た
人
を
含
む
）

お
よ
び
昭
和
7
年
9
月
30
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
。

医
療
費
の
負
担
割
合

　

医
療
費
が
２
割
（
10
月
１
日

以
降
は
３
割
）
負
担
と
な
る
の

は
、
70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
老

人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
の

う
ち
、
１
人
で
も
一
定
の
所
得

（
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５

万
円
）
以
上
の
人
が
同
一
世
帯

に
い
る
場
合
で
す
。

　

こ
の
要
件
に
該
当
し
な
い
人

は
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

上
手
な
受
診
で

医
療
費
を
有
効
に

　

老
人
保
健
医
療
制
度
は
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
国
民
み
ん
な
で

医
療
費
を
出
し
合
う
制
度
で
す
。

　

大
切
な
医
療
費
を
有
効
に
使

う
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
上
手
な

受
診
と
健
康
づ
く
り
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

● 

重
複
受
診
は
避
け
る

● 

緊
急
の
場
合
以
外
は
診
療
時

間
内
に
受
診
す
る

● 

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

● 

薬
は
医
師
の
指
示
に
従
っ
て

飲
む

● 

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
診

し
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
心
掛
け
る

　

※平成15・16年度は旧伊勢市のみ、平成17年度は旧４市町村（4月～10月分）と新市（11月～3月分）とを合わせた数字です。
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人権シリーズ

人権政策課

（1K5546）

(No.6)

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢

資
源
循
環
課
（
1
K
５
５
４
３
）

は
、
き
っ
と
古
い
身
分
制
度
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
一
部
の
人
た

ち
だ
け
の
こ
と
で
、
た
い
し
た

問
題
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
身
近
な
だ
れ

か
が
被
差
別
部
落
と
呼
ば
れ
る

と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
と
い
う

話
も
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た

し
、
そ
の
こ
と
で
ど
う
い
う
困

っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

だ
か
ら
総
合
学
習
の
一
つ
と

し
て
、
部
落
出
身
の
方
に
話
を

聞
く
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
も
、

「
私
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
な

の
に
、
な
ぜ
？
」
と
思
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
話
を
聞
い
て
い
る
う

ち
に
、
自
分
が
も
し
か
し
た
ら

大
き
な
ま
ち
が
い
を
お
か
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て

き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
私
が

話
を
聞
く
前
に
持
っ
て
い
た
、

「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
い
う

考
え
方
こ
そ
が
、差
別
を
認
め
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
部
落
差
別

問
題
が
解
決
し
な
い
大
き
な
原

因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

「
ち
ょ
う
ど
い
い
数
加
減
」

と
、
そ
の
人
は
言
い
ま
し
た
。

学
校
の
中
で
の
い
じ
め
や
、
障

害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
と
同
じ

で
す
。
被
差
別
部
落
に
住
む
人

は
数
の
上
で
は
少
な
く
、
そ
の

人
た
ち
を
み
ん
な
で
い
じ
め
れ

ば
、
ま
た
い
じ
め
ら
れ
て
い
て

も
知
ら
ん
ふ
り
を
す
れ
ば
、
自

分
た
ち
は
そ
れ
で
す
ん
で
い
く

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
自
分

達
の
気
に
入
ら
な
い
こ
と
や
都

合
の
悪
い
こ
と
は
、
す
べ
て
そ

の
少
数
の
弱
い
立
場
の
人
た
ち

の
せ
い
に
す
れ
ば
、
自
分
た
ち

の
気
が
す
ん
で
そ
の
場
は
お
さ

ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。

　

実
は
、
部
落
差
別
の
原
因
は

江
戸
時
代
の
身
分
制
度
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
に
な
っ

て
か
ら
で
き
た
被
差
別
部
落
も

あ
る
の
で
す
。い
つ
の
時
代
も
、

自
分
が
ま
わ
り
か
ら
攻
撃
さ
れ

な
い
よ
う
に
、
自
分
よ
り
弱
い

人
間
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
し
ま

う
私
た
ち
の
考
え
方
に
問
題
が

あ
る
と
、
そ
の
人
は
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

私
は
話
を
聞
い
て
い
る
途
中

で
、「
そ
れ
は
違
う
。
私
は
そ

　

学
校
で
の
人
権
学
習
の
取
り

組
み
の
中
か
ら
、
前
回
に
引
き

続
き
、
今
回
は
中
学
生
の
作
文

を
紹
介
し
ま
す
。

「
部
落
差
別
」（
中
学
３
年
生
）

　

私
は
、
差
別
は
い
け
な
い
こ

と
だ
、
自
分
は
絶
対
に
差
別
な

ん
か
し
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
そ
れ
は
大
き
な
ま
ち

が
い
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い

た
の
で
す
。

　

私
が
初
め
て
「
部
落
差
別
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
の
は
今

か
ら
二
年
前
、
中
学
校
に
入
っ

て
か
ら
で
し
た
。
そ
の
と
き
、

部
落
差
別
を
受
け
て
い
る
の
は

江
戸
時
代
に
「
え
た
・
非
人
」

と
さ
れ
て
い
た
人
た
ち
の
こ
と

だ
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
私

リ
デ
ュ
ー
ス

：R
e
duce

〜
ご
み
を
減
ら
す
〜

　

ご
み
の
量
を

減
ら
す
た
め
に

は
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と
よ

り
も
、
そ
も
そ
も
ご
み
を
出
さ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

● 

必
要
な
だ
け
買
う

● 

過
剰
な
包
装
は
断
る

● 

環
境
に
や
さ
し
い
も
の
を
買
う

● 

長
持
ち
す
る
も
の
を
買
う

リ
ユ
ー
ス

：R
e
use

〜
繰
り
返
し
使
う
〜

　

い
ら
な
く
な

っ
た
も
の
を
、

ご
み
と
し
て
す

ぐ
に
捨
て
る
の

で
は
な
く
、
洗
っ
た
り
直
し
た

り
し
て
、
繰
り
返
し
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

● 

使
い
捨
て
容
器
を
使
用
せ
ず
、

何
度
も
使
え
る
容
器
の
も
の
を

選
ぶ

● 

不
用
品
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
バ
ザ
ー
を
利
用
す
る

リ
サ
イ
ク
ル

：R
e
cy
cle

〜
再
び
資
源
と
し
て
利
用
す
る
〜

　

私
た
ち
が
リ

デ
ュ
ー
ス
と
リ

ユ
ー
ス
に
努
め

て
も
、
最
後
に

ご
み
は
生
ま
れ
ま
す
。

　

そ
れ
を
ご
み
と
し
て
捨
て
る

の
で
は
な
く
、
も
う
一
度
資
源

に
戻
し
て
再
利
用
し
て
い
く
工

夫
と
努
力
が
大
切
で
す
。

● 

分
別
ル
ー
ル
に
従
っ
て
ご
み

を
分
け
て
出
す

● 

野
菜
く
ず
な
ど
は
生
ご
み
処

理
機
な
ど
を
利
用
す
る

● 

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
買
う

ご
み
を
出
さ
な
い
暮
ら
し
方
（
３
Ｒ
）

D

リデュース
（発生抑制）

U

リユース
（再利用）

C

リサイクル
（再資源化）
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ん
な
ふ
う
に
は
思
わ
な
い
」
と

心
の
中
で
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
私

自
身
に
も
、
自
分
よ
り
テ
ス
ト

の
点
が
悪
い
人
が
い
る
と
安
心

し
て
し
ま
っ
た
り
、
悪
口
を
言

わ
れ
て
い
る
人
が
い
て
も
、
次

に
自
分
が
言
わ
れ
る
の
が
こ
わ

く
て
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

確
か
に
表
立
っ
て
人
を
い
じ
め

た
り
、
仲
間
は
ず
れ
に
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
ク
ラ

ス
の
中
に
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ

て
い
る
人
が
い
て
も
、
私
は
何

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
は

や
っ
て
な
い
の
だ
か
ら
関
係
な

い
、
と
考
え
て
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
「
自
分
に
は
関
係

な
い
」
が
、
実
は
仲
間
は
ず
れ

を
認
め
、
自
分
も
仲
間
は
ず
れ

を
し
て
い
る
の
と
同
じ
な
の
だ

と
い
う
こ
と
に
は
気
づ
い
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
知
っ
て
い
な

が
ら
何
も
し
な
い
の
は
、
そ
れ

を
受
け
入
れ
て
い
る
の
と
同
じ

で
す
。何
も
し
な
い
人
だ
っ
て
、

差
別
を
し
て
い
る
加
害
者
な
の

で
す
。

　

部
落
出
身
者
だ
と
い
う
こ
と

だ
け
で
結
婚
で
き
な
か
っ
た
り

就
職
で
き
な
か
っ
た
り
、
あ
る

い
は
露
骨
に
い
や
が
ら
せ
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

人
間
の
平
等
が
叫
ば
れ
て
い
る

今
の
時
代
に
も
、
自
分
が
ど
れ

だ
け
が
ん
ば
っ
て
も
部
落
出
身

と
い
う
こ
と
で
差
別
さ
れ
、
苦

し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
の
で
す
。
今
ま
で
私
は
、
そ

ん
な
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
も
し
身
近
に
そ
ん
な
ふ
う

に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
一
人
い

た
ら
、
あ
る
い
は
自
分
が
そ
う

だ
っ
た
ら
、ど
ん
な
に
悲
し
く
、

辛
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
数
の
問

題
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
な

の
に
私
の
よ
う
に
、
自
分
に
は

関
係
な
い
か
ら
と
、
こ
の
問
題

か
ら
目
を
そ
む
け
て
い
る
人
が

い
る
こ
と
が
問
題
で
す
。

　

部
落
差
別
の
問
題
を
き
ち
ん

と
認
識
し
て
い
な
い
人
が
い
る

こ
と
、
ま
た
知
っ
て
い
て
も
自

分
に
は
関
係
な
い
か
ら
と
何
も

し
な
い
人
が
い
る
こ
と
が
、
問

題
の
解
決
を
遅
ら
せ
て
い
る
の

で
す
。

　

私
は
今
ま
で
「
あ
の
人
は
か

わ
い
そ
う
」
と
か
、
か
わ
い
そ

う
だ
か
ら
、
何
か
し
て
「
あ
げ

る
」
と
か
よ
く
言
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
考
え
て
み
る
と
、
こ

の
言
葉
も
お
か
し
い
と
思
い
ま

す
。「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う

の
は
、
相
手
を
自
分
よ
り
弱
い

と
み
て
、
自
分
を
優
位
に
置
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
よ
り

弱
い
相
手
を
上
か
ら
み
て
あ
わ

れ
み
を
か
け
る
こ
と
が
、
何
か

し
て
「
あ
げ
る
」
な
の
で
す
。

こ
ん
な
ふ
う
に
私
た
ち
の
周
り

に
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
差
別
を
し
て
い
た
り
、
相
手

を
見
下
し
て
い
た
り
す
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

自
分
は
実
は
差
別
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
と
、

何
と
か
し
な
く
て
は
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
気
持
ち

が
、
部
落
差
別
の
問
題
を
解
決

し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
す
。
部
落
差
別
の
問
題
に
つ

い
て
き
ち
ん
と
知
り
、
そ
の
こ

と
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け

止
め
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に
と

っ
て
ま
ず
大
切
な
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

※
こ
の
作
文
は
、
平
成
17
年
度
人
権
作
文

集
「
人
権
の
芽
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、

原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

● 

使
い
捨
て
容
器
を
使
用
せ
ず
、

何
度
も
使
え
る
容
器
の
も
の
を

選
ぶ

● 

不
用
品
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
バ
ザ
ー
を
利
用
す
る

リ
サ
イ
ク
ル

：R
e
cy
cle

〜
再
び
資
源
と
し
て
利
用
す
る
〜

　

私
た
ち
が
リ

デ
ュ
ー
ス
と
リ

ユ
ー
ス
に
努
め

て
も
、
最
後
に

ご
み
は
生
ま
れ
ま
す
。

　

そ
れ
を
ご
み
と
し
て
捨
て
る

の
で
は
な
く
、
も
う
一
度
資
源

に
戻
し
て
再
利
用
し
て
い
く
工

夫
と
努
力
が
大
切
で
す
。

● 

分
別
ル
ー
ル
に
従
っ
て
ご
み

を
分
け
て
出
す

● 

野
菜
く
ず
な
ど
は
生
ご
み
処

理
機
な
ど
を
利
用
す
る

● 

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
買
う

ご
み
の
出
し
方

◆
燃
え
る
ご
み

　

指
定
ご
み
袋
の
中
身
を
す
べ

て
隠
す
よ
う
に
、
新
聞
な
ど
で

包
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

カ
ラ
ス
や
猫
な
ど
に
散
ら
か

さ
れ
る
場
合
は
、
ネ
ッ
ト
や
ふ

た
付
き
の
ポ
リ
容
器
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
資
源
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

夏
場
は
、
飲
料
の
消
費
量
増

加
に
伴
い
、
資
源
び
ん
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
が
つ
い

た
も
の
や
中
身
が
入
っ
た
も
の

な
ど
、
違
反
し
た
出
し
方
が
増

え
る
た
め
、
回
収
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
作
業
工
程
で
支
障
が
生
じ

ま
す
。

　

分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

資
源
び
ん
の
出
し
方

①
必
ず
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
す

※
金
属
製
の
キ
ャ
ッ
プ
は
燃
え

な
い
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

で
す
。

②
中
を
水
洗
い
す
る

③
色
別
に
分
け
て
出
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

①
必
ず
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
す

※
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
で
す
。

②
中
を
水
洗
い
す
る

③
横
に
つ
ぶ
し
て
か
ら
出
す

花
火
大
会
の
翌
日
に

早
朝
清
掃
を
実
施

　

伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大

会
の
翌
日
に
、
宮
川
堤
公
園
の

早
朝
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

と
き　

7
月
16
日
㈰
（
花
火
大

会
が
延
期
さ
れ
た
場
合
は
そ
の

翌
日
）、
午
前
6
時
〜（
集
合
は

午
前
5
時
55
分
、
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

度
会
橋
の
下
（
左

図
の
と
お
り
）度会橋

宮川

宮川堤
公園

度会橋
バス停

集合場所
至
松
阪

至
伊
勢
市
駅
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日
ご
ろ
で
き
な
い
豊
か
な
体
験
を

〜
社
会
体
験
や
奉
仕
活
動
に

　
　
　
　
　

  

チ
ャ
レ
ン
ジ
〜

　

夏
休
み
は
、
自
分
の
時
間
を

豊
か
に
活
用
で
き
る
と
き
で
す
。

　

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
集
中
し

て
取
り
組
ん
だ
り
、
じ
っ
く
り

読
書
を
し
た
り
、
野
外
で
自
然

に
触
れ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
豊

か
な
体
験
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
養
う
良
い
機
会
で
す
。

　

夏
休
み
に
し
か
で
き
な
い
よ

う
な
体
験
を
積
む
こ
と
で
、
健

や
か
な
心
と
た
く
ま
し
い
体
を

つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

家
族
と
の
触
れ
合
い
を

〜
子
ど
も
た
ち
と

　
　
　

ゆ
っ
く
り
向
き
合
う
〜

　

家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
多
く

な
る
夏
休
み
は
、
家
族
の
き
ず

な
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

大
好
き
な
家
族
と
楽
し
く
過

ご
す
ひ
と
と
き
は
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
、
充
実
し
た
生

活
を
送
る
た
め
の
心
の
糧か

て

に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
機
会
に
、
命
の
大

切
さ
や
自
分
を
大
切
に
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た

ち
と
じ
っ
く
り
語
り
合
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

計
画
を
立
て
て

健
康
で
規
則
正
し
い
生
活
を

〜
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
　

自
主
性
を
培
う
〜

　

夏
休
み
は
、
長
期
の
休
み
と

い
う
開
放
感
か
ら
、
不
規
則
な

生
活
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

夏
休
み
中
の
生
活
目
標
や
計

画
を
自
分
で
立
て
さ
せ
、
そ
の

実
行
に
向
か
っ
て
や
る
気
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
子
ど

も
た
ち
に
励
ま
し
の
言
葉
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
様
子

を
き
ち
ん
と
把
握
し
、
自
主
的

な
生
活
を
援
助
す
る
こ
と
は
、

保
護
者
の
大
切
な
役
割
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
向
か
う

時
間
も
、
大
人
が
手
助
け
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
い
い
で

す
ね
。

　

ま
た
、
健
康
管
理
に
気
を
配

る
と
と
も
に
、
治
療
に
時
間
を

要
す
る
も
の
は
、
こ
の
機
会
に

治
し
て
お
く
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
に
目
配
り
を

〜
地
域
ぐ
る
み
で

　
　

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
〜

● 

子
ど
も
た
ち
の
周
囲
に
気
を

配
り
、
安
全
確
保
に
努
め
る

　

夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が

一
日
を
通
し
て
家
庭
や
地
域
で

活
動
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。

　

市
内
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が

不
審
者
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、

後
を
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
な
ど

の
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
、
大
人
が
し
っ
か

り
と
周
囲
に
気
を
配
り
ま
し
ょ

う
。

● 

子
ど
も
た
ち
の
行
動
に
目
配

り
し
、
様
子
の
変
化
に
早
く
気

づ
く

　

夏
休
み
は
、
自
由
な
時
間
が

多
く
な
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
行
動
範
囲
が
広
く
な
り
、

危
険
な
場
所
へ
の
立
ち
入
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
誘
惑
に
さ
ら

さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
の
普
及
に
加
え
、
各
地
域
の

夏
祭
り
な
ど
夜
の
催
し
物
が
多

い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

夜
間
に
外
出
す
る
機
会
も
増
え

ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
の
普
及
で
、
大
人
の

目
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
の
子

ど
も
た
ち
の
動
き
も
心
配
さ
れ

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
面
に
気

を
配
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
の
様
子
の
変
化
に
早
く
気
づ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
夏

休
み
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

家
庭
や
地
域
な
ど
で
豊
か
な
体
験
が
で
き

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
身
を
鍛
え
、
豊
か
な

情
操
を
養
い
、
個
性
を
伸
ば
す
良
い
機
会

と
な
る
よ
う
、
学
校
や
家
庭
は
も
と
よ
り
、

地
域
社
会
で
も
支
え
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　

一
方
、
開
放
感
か
ら
生
活
の
リ
ズ
ム
を

乱
し
た
り
、
事
件
や
事
故
に
遭そ
う
ぐ
う遇
し
た
り

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
全
国
で
は
、

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

学
校
と
保
護
者
・
地
域
の
人
々
が
し
っ

か
り
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で

有
意
義
な
夏
休
み
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
皆

で
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

ビ
ー
ズ
フ
レ
ン
ド

夢
み
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
1
L
６
６
７
８
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

1
J

４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://skc.e
-ise
.ne
t/

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス skc@

e
-ise
.ne
t

（第４回）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
は
、
困
っ
た
人

に
出
会
っ
た
と
き
な
ど
に
始
め

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

例
え
ば
、
子
ど
も
の
不
登
校

で
悩
む
保
護
者
や
、
子
育
て
に

悩
む
お
母
さ
ん
に
出
会
っ
た
と

き
な
ど
で
す
。

　

き
っ
と
最
初
は
、
同
情
や
手

助
け
し
た
い
と
い
っ
た
単
純
な

気
持
ち
が
き
っ
か
け
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
そ
の
う
ち
に
、
個
の

問
題
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、

社
会
的
問
題
で
も
あ
る
こ
と
に

気
付
き
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
不
登
校
が
増
え
て

い
く
と
社
会
的
な
損
失
に
な
る

こ
と
や
、
悩
ん
だ
ま
ま
の
お
母

さ
ん
に
育
て
ら
れ
る
子
ど
も
は

健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
な
ど
、
個
の
問
題
か
ら

社
会
的
問
題
に
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

社
会
的
問
題
の
解
決
を
テ
ー

マ
に
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
続
け

て
い
く
と
、
自
分
自
身
の
問
題

に
つ
い
て
も
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

社
会
的
問
題
を
解
決
し
な
け

れ
ば
、
数
年
後
に
は
住
み
に
く

い
社
会
に
な
る
。
こ
れ
は
、
自

分
自
身
や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
決
し
て
い
い
社
会
と
は
言

え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
は
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
ま
ち
の
未
来
像
を
夢

見
な
が
ら
、
自
分
に
で
き
る
活

動
を
、
無
理
せ
ず
こ
つ
こ
つ
と

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
１
年
ほ
ど
前
に

発
足
し
た
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ

ー
を
作
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

ビ
ー
ズ
は
、
た
だ
の
ガ
ラ
ス

玉
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
お

も
ち
ゃ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
同

じ
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
は
、
本
物
の
宝
石
に
見
劣

り
し
な
い
ほ
ど
美
し
く
、
世
界

に
１
つ
の
お
し
ゃ
れ
な
ア
ク
セ

サ
リ
ー
で
す
。

　

ビ
ー
ズ
の
色
は
、
形
が
同
じ

物
で
も
２
０
０
色
以
上
あ
り
、

そ
の
中
の
素
敵
な
組
み
合
わ
せ

に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
皆
さ
ん
の

瞳
は
、
生
き
生
き
と
輝
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
手
先
を
使
う
こ
と
や

創
造
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
、

脳
の
活
性
化
に
役
立
ち
、
認
知

症
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
障
害
者
の
社
会

復
帰
を
支
援
し
、
高
齢
者
の
心

を
癒
し
、
今
後
は
パ
ル
テ
ィ
マ

ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
店
や
地
域
の

教
育
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
社

会
の
形
成
に
積
極
的
に
参
画
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

月
に
一
度
、
教
室
を
開
講
し
、

障
害
者
と
健
常
者
が
一
緒
に
楽

し
く
学
び
、
身
に
付
け
た
技
術

を
基
に
、
地
域
の
人
た
ち
と
触

れ
合
い
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

と
き　

毎
月
第
１
火
曜
日
、
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
南
館（
パ
ル
テ
ィ
い
せ
）
２
階

代
表　

芝
田
く
み
子

パルティ4コマ劇場

ビーズアクセサリーを作るメンバー
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伊
勢
市
の

税
金
っ
て
？

伊
勢
市
の

税
金
っ
て
？

伊
勢
市
の

税
金
っ
て
？

第
４
回

土
地
の
評
価
額
は
下
が
っ
て
い
る
の
に
、

税
額
は
な
ぜ
毎
年
上
が
る
の
？

１ 　

ま
た
土
地
の
税
金
が
上
が
っ

た
ん
だ
け
ど
。
土
地
の
評
価
額

は
下
が
っ
て
い
る
の
に
な
ぁ
。

©MPC

２
　

ど
う
し
て
評
価
額
は
下

が
っ
て
い
る
の
に
、
土
地
の

税
金
が
上
が
る
ん
で
す
か
？

　

そ
れ
は
、
土
地
の
評
価

額
と
固
定
資
産
税
の
基
礎

と
な
る
課
税
標
準
額
と
の

間
に
差
が
あ
り
、
課
税
標

準
額
を
段
階
的
に
評
価
額

に
近
づ
け
る
よ
う
に
上
げ

て
い
る
途
中
だ
か
ら
で
す
。

©MPC

　

平
成
6
年
度
に
、
宅
地
の
評

価
水
準
を
、
全
国
一
律
に
、
地

価
公
示
価
格
な
ど
の
7
割
を
め

ど
と
す
る
評
価
替
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
町
村
ご
と
に
ば

ら
つ
き
が
あ
っ
た
評
価
水
準
を

是
正
し
、
評
価
の
均
衡
を
図
る

た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
多
く
の
土
地
で

評
価
額
が
上
昇
し
ま
し
た
。

　

評
価
額
の
上
昇
が
大
き
か
っ

た
土
地
ほ
ど
負
担
水
準(

評
価

額
に
対
す
る
前
年
度
課
税
標
準

額﹇
税
額
の
基
礎
と
な
る
金
額
﹈

の
占
め
る
割
合
）
が
低
く
な
る

た
め
、
評
価
額
に
合
わ
せ
て
課

税
標
準
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
納
税
者
の
税
負
担

が
急
激
に
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
に
、
課
税
標
準
額
を
な
だ
ら

か
に
上
昇
さ
せ
る
「
負
担
調
整

措
置
」
が
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
負
担
水
準
が

高
い
土
地
は
、
税
額
を
引
き
下

げ
ま
た
は
据
え
置
き
ま
す
。

　

一
方
、
負
担
水
準
が
低
い
土

地
は
、
な
だ
ら
か
に
税
額
を
引

き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

※
平
成
18
年
度
に
負
担
調
整
措

置
の
内
容
が
改
正
さ
れ
、
税
額

の
引
き
上
げ
幅
が
大
き
く
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
も
、
税
負
担
の
ば
ら
つ

き
を
是
正
し
、
負
担
水
準
の
均

衡
化
を
図
る
た
め
に
、
負
担
調

整
措
置
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、地
価
が
下
落
し
、

土
地
の
評
価
額
が
下
が
っ
て
い

て
も
、
負
担
水
準
が
低
い
土
地

は
、
税
額
が
上
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

期
間　

7
月
11
日
㈫
〜
20
日
㈭

重
点
目
標

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
追
放

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

さ
わ
や
か
な

  

マ
ナ
ー
が
行
き
か
う

        

み
え
の
道

〜
シ
ー
ト
ベ
ル
ト 

こ
れ
が
私
の 

命
綱
〜

　

市
内
で
は
、
多
く
の
交
通
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
互

い
が
譲
り
合
い
、
い
た
わ
り
の

気
持
ち
を
も
っ
て
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

応
募
資
格　

県
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

内
容　

交
通
安
全
の
合
い
言
葉

と
な
る
よ
う
な
、
親
し
み
の
あ

る
「
三
重
県
ら
し
い
」
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
募
集
し
ま
す

応
募
締
切　

8
月
31
日
㈭
（
当

日
消
印
有
効)

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

（
同
課
・
各
総
合
支
所
に
あ
り

ま
す
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
・
FAX
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

三
重
県
交
通
対
策
協
議
会
事
務

局
（
〒
514-

8570
津
市
広
明
町
13

番
地
、
三
重
県
生
活
部
交
通
安

全
室
内
「
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ

ン
」
募
集
係
、
FAX
０
５
９
・
２

２
８
・
４
９
０
７
、
ア
ド
レ
ス

h
ttp

:/
/
w
w
w
.p
re
f.m

ie
.jp

/

S
EIK

O
T
U
/
H
P
/
slo

gan/
)

へ

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
最
優

秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
１
点
、
佳

作
3
点
を
選
び
、
賞
状
と
記
念

品
を
進
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞

の
作
品
は
、
三
重
県
の
交
通
安

全
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
使
用
し

ま
す
。

　

な
お
、
応
募
用
紙
１
枚
に
つ

き
１
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
ま
す
。

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
1
K
５
５
９
３
）
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燃えるごみ 缶 びん ペットボトル

※当日会場内の有料個人観覧席（E席）付近で観覧席の販売をします。

第62回神宮式年遷宮・お木曳行事記念

と　き 7月15日㈯
 午後7時30分～9時15分
 （荒天の場合は 16日㈰に順延）

ところ 伊勢市中島宮川河畔
 　　　　　　　　　（度会橋周辺）

と　き 7月15日㈯
 午後7時30分～9時15分
 （荒天の場合は 16日㈰に順延）

ところ 伊勢市中島宮川河畔
 　　　　　　　　　（度会橋周辺）

第62回神宮式年遷宮・お木曳行事記念

第54回

　伊勢の夏の風物詩「伊勢神宮奉納全国花火大会」が、

今年も全国から50業者の花火師が宮川河畔に集結し、

お木曳行事記念大会として開催されます。

　花火師による匠の技の数々に、どうぞご期待ください。

※会場内は携帯電話が非常につながりにくくなります。   ※会場内での喫煙については周囲の方々へのご配慮をお願いします。

伊勢神宮奉納
全国花火大会
観光政策課（1K5565・K5566）
開催の有無については、
当日専用電話（1M1201）へ
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第54回伊勢神宮奉納全国花火大会 プログラム（打上総数 約9,000発）
開催時間／19：30～21：15（予定） ※煙待ちなどにより終了時間が前後する場合があります。

縄文の灯火　
宮川堤に咲く雪牡丹

八重芯銀波先パステル彩星
柳星花

八重芯変化菊　
流星群　

八重芯菊　
夜空のらくがき

八重芯変化菊　
杜の木洩れ日

夢想華　
花びら先分花

八重芯変化菊
柳に段咲小花

八重芯変化菊　
華のイナバウアー

八重芯変化菊　
芯入はなびら

芯入菊　
ちょうちん

八重芯変化菊　
夜空に真珠の首飾り

変芯変化菊　
柳暗花明

八重芯さざ波群声　
夜空のきらめき

変芯かむろ菊　
夜空のにぎわい

八重芯引先銀点滅　
しだれ桜

八重芯オレンジ牡丹　
手鞠

八重芯の花　
神宮の夜空に賑いの花

変芯変化牡丹
彩光彩花

八重芯変化菊　
朧柳

変芯変化菊　
夜空の賑い

八重芯錦冠菊
万華鏡

銀輪入咲分の華　
宮川堤の桜花

覆輪芯冠柳
桜・桜

変芯変化菊
夜空の賑わい

芯入錦先キラ　
七色花

大会提供ワイドUスターマイン
『祝・御遷宮 お木曳行事』

曲：神宮式年遷宮イメージソング『鎮守の里』
作詞・作曲　藤井フミヤ

八重芯変化菊

花びら芯引先変化

三重芯変化菊

八重芯菊

八重芯変化菊

霞草芯錦カムロ先霞草

三重芯変化菊

三重芯変化菊

八重芯錦冠菊

八重芯変化菊

三重芯変化菊

八重芯錦冠菊先残霜花

三重芯錦冠菊点滅群声

八重芯変化菊

四重芯変化菊

銀彩の華

三重芯変化菊

八重芯変化牡丹先群光

三重芯変化菊

八重芯変化菊

八重芯銀波先変化菊

八重芯変化菊

四重芯変化菊

覆輪芯錦冠柳

八重芯変化菊

もっと輝きを宮川河畔の舞

JAPAN'S FOUR SEASONS

雅・花草子

全国コンクール開始（打上花火50組  スターマイン10基 ）

順番       県・市（郡）名         屋　　　　号　　 放揚花火師

1

2

3

4

5

1

6

7

8

9

10

2

11

12

13

14

15

3

16

17

18

19

20

4

21

22

23

24

25

32

30

52

51

45

39

21

51

32

52

32

37

48

27

14

44

26

22

22

23

43

17

14

17

31

30

53

24

38

50

茨城県水戸市

福島県須賀川市

長野県下高井郡

栃木県下都賀郡

茨城県つくば市

長野県上伊那郡

長野県上伊那郡

茨城県北茨城市

茨城県水戸市

茨城県桜川市

福島県二本松市

群馬県群馬郡

茨城県下妻市

長野県飯田市

鹿児島県鹿児島市

岐阜県大垣市

滋賀県長浜市

静岡県藤枝市

岐阜県大垣市

千葉県香取市

福島県伊達郡

秋田県大仙市

新潟県新潟市

長野県諏訪市

群馬県北群馬郡

栃木県足利市

東京都府中市

宮城県仙台市

秋田県大仙市

栃木県下都賀郡

スターマイン

スターマイン

スターマイン

五十鈴川のほとりでスターマイン

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

変芯変化菊
夜空の賑い

変芯錦冠菊　
千輪花園

八重芯青点滅
点滅蝶　

八重芯煌めきの華
宮川煌めきの情景

小割浮模様
スガラミ電光

八重芯変化菊　
夜空の百花園

八重芯冠菊
柳に花模様

八重芯変化菊　
柳に群蜂

八重芯の花　
夜空の賑い

八重芯変化菊　
夜空のにぎわい

八方咲芯変化菊　
百花園

変芯変化菊
夜空の賑い

青霞草芯金波先変化菊
分星の曲

霞草芯黄金点滅霞草　
一輪分砲

姫菊　
冠菊花音浮き模様

幻想花　
ときめきの黄金柳先彩色

八重芯変化菊　
枝垂れ花

芯入銀波先変化
洋草花

八重芯変化菊　
甲虫王者ムシキング

八重芯の菊　
夜空のにぎわい

デラックススター　
清滝と水しぶき

八重芯菊先紅光露　
柳に小花三段咲き

八重芯変化菊　
煌めく星座

八重芯変化菊　
宮川河畔の色どり

八重芯錦冠菊
柳に未来花

芯入変化菊
夜空の彩り

参加
回数 種　　類　　　　　　　　  玉　　　　名

標準
花火

八重芯変化菊

三重芯錦冠菊

八重芯変化菊

八重芯変化菊

四重芯銀点滅

三重芯煌めきの華

紅先小割浮模様

三重芯変化菊

三重芯冠菊

三重芯変化菊

三重芯の花

三重芯変化菊

八重芯錦冠先分星

三重芯変化菊

彗星芯、マジックフラワー

四重芯変化菊

三重芯変化菊　　　

三重芯菊先紅光露　

八重芯錦かむろ大柳

夕映えの松島

姫菊

八重芯菊先緑霞草

三重芯変化菊

三重芯変化点滅菊

三重芯変化菊

八重芯の菊

野村花火工業（株）

（有）糸井火工

山口煙火作業所

（有）田熊火工品工場

（株）山 煙火製造所

（有）伊那火工 堀内煙火店

（有）伊那火工 堀内煙火店

金沢煙火工場

野村花火工業（株）

筑北火工 掘米煙火店

（有）川崎火工服部煙火店

（有）菊屋小幡花火店

茨城火工

アルプス煙火工業（株）

（株）太洋花火

木煙火（株）

江濃煙火工業

（株）臼井煙火

木煙火（株）

国際煙火（株）

（有）菅野煙火店

（株）北日本花火興業

新潟煙火工業（株）

（株）小口煙火

（有）高崎火工  湯浅花火店

須永花火（株）

（株）丸玉屋小勝煙火店

（株）芳賀火工

大曲花火化学工業（有）

（有）関口煙火工場

野村　陽一

糸井　一郎

山口　祥一

田熊　　守

山 　芳男

那須野　大

那須野　大

金沢　　昇

野村　陽一

堀米　三郎

服部　一郎

小幡　清英

福田　正光

堀内　幸敏

園田　泰洋

木　政幸

柿木　一幸

臼井つや子

木　政幸

安　勝喜

菅野　忠夫

今野　正義

小泉　英一

小口　芳正

湯浅　　裕

須永　幸彦

小勝　一弘

芳賀　　静

新山　良洋

関口　岩男

大 会 長 あ い さ つ19：30

21：10頃

順番       県・市（郡）名          屋　　　　号　　 放揚花火師

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

参加
回数 種　　類　　　　　　　　  玉　　　　名

新・伊勢市に轟く木遣り唄

花守の庭

天空雑技団スターマインU

スターマインU

スターマインU

スターマインU

U

夜桜

スターマイン 和の宴

天を照らす大花火スターマイン堀米　三郎

久米川正行

湯浅　　裕

山内　　宏

三宅　菊江

福田　幸治

小勝　一弘

伊藤　照雄

田村　清治

佐藤　俊一

藤原　信雄

福田　正光

伊藤　照雄

青木　昭夫

神田　隆喜

森　　　武

中嶋　　勝

斉木　慶彦

小口　芳正

篠原　茂男

加藤　利宏

和田　吉二

齊木　智徳

和田　憲明

森　　　武

若松　將生

武舎知恵美

小松　忠信

関島　　善

山田　　肇

齊木　智徳

5

26

27

28

29

30

6

31

32

33

34

35

7

36

37

38

39

40

8

41

42

43

44

45

9

46

47

48

49

50

10

茨城県桜川市

秋田県大仙市

群馬県北群馬郡

山梨県笛吹市

千葉県茂原市

愛知県西尾市

東京都府中市

三重県亀山市

長野県茅野市

宮城県岩沼市

長野県長野市

茨城県下妻市

三重県亀山市

長野県長野市

埼玉県秩父郡

茨城県筑西市

千葉県八千代市

山梨県西八代郡

長野県諏訪市

長野県須坂市

愛知県蒲郡市

神奈川県厚木市

山梨県西八代郡

三重県熊野市

茨城県筑西市

宮城県大崎市

長野県上田市

秋田県大仙市

長野県飯田市

神奈川県愛甲郡

山梨県西八代郡

25

32

35

19

44

4

51

15

52

3

41

49

16

46

5

36

38

24

12

50

17

43

14

31

32

33

33

23

43

38

9

筑北火工 堀米煙火店

（株）和火屋

（有）高崎火工  湯浅花火店

（株）山内煙火店

三宅花火店

中日本火工（株）

（株）丸玉屋小勝煙火店

伊藤煙火工業（株）

（有）太陽堂 田村煙火店

（株）佐藤煙火

信州煙火工業（株）

茨城火工

伊藤煙火工業（株）

（株）紅屋青木煙火店

本家神田煙火工業（有）

（有）森煙火工場

（有）元祖玉屋花火店

（株）齊木煙火本店

（株）小口煙火

（有）篠原煙火店

加藤煙火（株）

（株）ファイアート神奈川

（株）マルゴー

（有）和田煙火店

（有）森煙火工場

（有）若松煙火製造所

武舎煙火工業（株）

（株）小松煙火工業

（有）関島煙火製造所

山田花火店

（株）マルゴー　

U=音楽付スターマイン
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第54回伊勢神宮奉納全国花火大会 プログラム（打上総数 約9,000発）
開催時間／19：30～21：15（予定） ※煙待ちなどにより終了時間が前後する場合があります。

縄文の灯火　
宮川堤に咲く雪牡丹

八重芯銀波先パステル彩星
柳星花

八重芯変化菊　
流星群　

八重芯菊　
夜空のらくがき

八重芯変化菊　
杜の木洩れ日

夢想華　
花びら先分花

八重芯変化菊
柳に段咲小花

八重芯変化菊　
華のイナバウアー

八重芯変化菊　
芯入はなびら

芯入菊　
ちょうちん

八重芯変化菊　
夜空に真珠の首飾り

変芯変化菊　
柳暗花明

八重芯さざ波群声　
夜空のきらめき

変芯かむろ菊　
夜空のにぎわい

八重芯引先銀点滅　
しだれ桜

八重芯オレンジ牡丹　
手鞠

八重芯の花　
神宮の夜空に賑いの花

変芯変化牡丹
彩光彩花

八重芯変化菊　
朧柳

変芯変化菊　
夜空の賑い

八重芯錦冠菊
万華鏡

銀輪入咲分の華　
宮川堤の桜花

覆輪芯冠柳
桜・桜

変芯変化菊
夜空の賑わい

芯入錦先キラ　
七色花

大会提供ワイドUスターマイン
『祝・御遷宮 お木曳行事』

曲：神宮式年遷宮イメージソング『鎮守の里』
作詞・作曲　藤井フミヤ

八重芯変化菊

花びら芯引先変化

三重芯変化菊

八重芯菊

八重芯変化菊

霞草芯錦カムロ先霞草

三重芯変化菊

三重芯変化菊

八重芯錦冠菊

八重芯変化菊

三重芯変化菊

八重芯錦冠菊先残霜花

三重芯錦冠菊点滅群声

八重芯変化菊

四重芯変化菊

銀彩の華

三重芯変化菊

八重芯変化牡丹先群光

三重芯変化菊

八重芯変化菊

八重芯銀波先変化菊

八重芯変化菊

四重芯変化菊

覆輪芯錦冠柳

八重芯変化菊

もっと輝きを宮川河畔の舞

JAPAN'S FOUR SEASONS

雅・花草子

全国コンクール開始（打上花火50組  スターマイン10基 ）

順番       県・市（郡）名         屋　　　　号　　 放揚花火師

1

2

3

4

5

1

6

7

8

9

10

2

11

12

13

14

15

3

16

17

18

19

20

4

21

22

23

24

25

32

30

52

51

45

39

21

51

32

52

32

37

48

27

14

44

26

22

22

23

43

17

14

17

31

30

53

24

38

50

茨城県水戸市

福島県須賀川市

長野県下高井郡

栃木県下都賀郡

茨城県つくば市

長野県上伊那郡

長野県上伊那郡

茨城県北茨城市

茨城県水戸市

茨城県桜川市

福島県二本松市

群馬県群馬郡

茨城県下妻市

長野県飯田市

鹿児島県鹿児島市

岐阜県大垣市

滋賀県長浜市

静岡県藤枝市

岐阜県大垣市

千葉県香取市

福島県伊達郡

秋田県大仙市

新潟県新潟市

長野県諏訪市

群馬県北群馬郡

栃木県足利市

東京都府中市

宮城県仙台市

秋田県大仙市

栃木県下都賀郡

スターマイン

スターマイン

スターマイン

五十鈴川のほとりでスターマイン

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

変芯変化菊
夜空の賑い

変芯錦冠菊　
千輪花園

八重芯青点滅
点滅蝶　

八重芯煌めきの華
宮川煌めきの情景

小割浮模様
スガラミ電光

八重芯変化菊　
夜空の百花園

八重芯冠菊
柳に花模様

八重芯変化菊　
柳に群蜂

八重芯の花　
夜空の賑い

八重芯変化菊　
夜空のにぎわい

八方咲芯変化菊　
百花園

変芯変化菊
夜空の賑い

青霞草芯金波先変化菊
分星の曲

霞草芯黄金点滅霞草　
一輪分砲

姫菊　
冠菊花音浮き模様

幻想花　
ときめきの黄金柳先彩色

八重芯変化菊　
枝垂れ花

芯入銀波先変化
洋草花

八重芯変化菊　
甲虫王者ムシキング

八重芯の菊　
夜空のにぎわい

デラックススター　
清滝と水しぶき

八重芯菊先紅光露　
柳に小花三段咲き

八重芯変化菊　
煌めく星座

八重芯変化菊　
宮川河畔の色どり

八重芯錦冠菊
柳に未来花

芯入変化菊
夜空の彩り

参加
回数 種　　類　　　　　　　　  玉　　　　名

標準
花火

八重芯変化菊

三重芯錦冠菊

八重芯変化菊

八重芯変化菊

四重芯銀点滅

三重芯煌めきの華

紅先小割浮模様

三重芯変化菊

三重芯冠菊

三重芯変化菊

三重芯の花

三重芯変化菊

八重芯錦冠先分星

三重芯変化菊

彗星芯、マジックフラワー

四重芯変化菊

三重芯変化菊　　　

三重芯菊先紅光露　

八重芯錦かむろ大柳

夕映えの松島

姫菊

八重芯菊先緑霞草

三重芯変化菊

三重芯変化点滅菊

三重芯変化菊

八重芯の菊

野村花火工業（株）

（有）糸井火工

山口煙火作業所

（有）田熊火工品工場

（株）山 煙火製造所

（有）伊那火工 堀内煙火店

（有）伊那火工 堀内煙火店

金沢煙火工場

野村花火工業（株）

筑北火工 掘米煙火店

（有）川崎火工服部煙火店

（有）菊屋小幡花火店

茨城火工

アルプス煙火工業（株）

（株）太洋花火

木煙火（株）

江濃煙火工業

（株）臼井煙火

木煙火（株）

国際煙火（株）

（有）菅野煙火店

（株）北日本花火興業

新潟煙火工業（株）

（株）小口煙火

（有）高崎火工  湯浅花火店

須永花火（株）

（株）丸玉屋小勝煙火店

（株）芳賀火工

大曲花火化学工業（有）

（有）関口煙火工場

野村　陽一

糸井　一郎

山口　祥一

田熊　　守

山 　芳男

那須野　大

那須野　大

金沢　　昇

野村　陽一

堀米　三郎

服部　一郎

小幡　清英

福田　正光

堀内　幸敏

園田　泰洋

木　政幸

柿木　一幸

臼井つや子

木　政幸

安　勝喜

菅野　忠夫

今野　正義

小泉　英一

小口　芳正

湯浅　　裕

須永　幸彦

小勝　一弘

芳賀　　静

新山　良洋

関口　岩男

大 会 長 あ い さ つ19：30

21：10頃

順番       県・市（郡）名          屋　　　　号　　 放揚花火師

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

5号曲導付割物
5号曲　物

10号曲導付割物

参加
回数 種　　類　　　　　　　　  玉　　　　名

新・伊勢市に轟く木遣り唄

花守の庭

天空雑技団スターマインU

スターマインU

スターマインU

スターマインU

U

夜桜

スターマイン 和の宴

天を照らす大花火スターマイン堀米　三郎

久米川正行

湯浅　　裕

山内　　宏

三宅　菊江

福田　幸治

小勝　一弘

伊藤　照雄

田村　清治

佐藤　俊一

藤原　信雄

福田　正光

伊藤　照雄

青木　昭夫

神田　隆喜

森　　　武

中嶋　　勝

斉木　慶彦

小口　芳正

篠原　茂男

加藤　利宏

和田　吉二

齊木　智徳

和田　憲明

森　　　武

若松　將生

武舎知恵美

小松　忠信

関島　　善

山田　　肇

齊木　智徳

5

26

27

28

29

30

6

31

32

33

34

35

7

36

37

38

39

40

8

41

42

43

44

45

9

46

47

48

49

50

10

茨城県桜川市

秋田県大仙市

群馬県北群馬郡

山梨県笛吹市

千葉県茂原市

愛知県西尾市

東京都府中市

三重県亀山市

長野県茅野市

宮城県岩沼市

長野県長野市

茨城県下妻市

三重県亀山市

長野県長野市

埼玉県秩父郡

茨城県筑西市

千葉県八千代市

山梨県西八代郡

長野県諏訪市

長野県須坂市

愛知県蒲郡市

神奈川県厚木市

山梨県西八代郡

三重県熊野市

茨城県筑西市

宮城県大崎市

長野県上田市

秋田県大仙市

長野県飯田市

神奈川県愛甲郡

山梨県西八代郡

25

32

35

19

44

4

51

15

52

3

41

49

16

46

5

36

38

24

12

50

17

43

14

31

32

33

33

23

43

38

9

筑北火工 堀米煙火店

（株）和火屋

（有）高崎火工  湯浅花火店

（株）山内煙火店

三宅花火店

中日本火工（株）

（株）丸玉屋小勝煙火店

伊藤煙火工業（株）

（有）太陽堂 田村煙火店

（株）佐藤煙火

信州煙火工業（株）

茨城火工

伊藤煙火工業（株）

（株）紅屋青木煙火店

本家神田煙火工業（有）

（有）森煙火工場

（有）元祖玉屋花火店

（株）齊木煙火本店

（株）小口煙火

（有）篠原煙火店

加藤煙火（株）

（株）ファイアート神奈川

（株）マルゴー

（有）和田煙火店

（有）森煙火工場

（有）若松煙火製造所

武舎煙火工業（株）

（株）小松煙火工業

（有）関島煙火製造所

山田花火店

（株）マルゴー　

U=音楽付スターマイン
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※小・中学校の校庭は状況により使用できない場合があります。

交通の状況によって交通規制を変更することがあります。
会場周辺は大変混雑しますので、公共交通機関をご利用ください。
※会場周辺は駐車禁止です。無料駐車場はありません。

 伊勢市駅・宇治山田駅から臨時バスを運行します。

●毎年会場周辺では激しい交通渋滞が発生しています。
●花火終了後はR23へお回り下さい。
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図書館だより

■おはなし会

赤ちゃんおはなし会　7月13日（木）、午前11時～

たんぽぽおはなし会　7月８日（土）、午後3時～

図書館おはなし会　7月22日（土）、午後3時～

※いずれも場所は、1階・おはなしのへやです。　

　

■上映会

と　き 7月15日（土）、午後2時～

ところ 2階・視聴覚室

内　容  「キキとララの白鳥座のお姫さま」

■新刊案内

＜一般書＞
●  逆風満帆　「どん底」から「再起」への20のストーリー
●  生死を分けた三分間　そのとき被災者はどう生きたか
●  水墨画季節の花の作品づくり　墨一色の美しさ
●  ショージ君のALWAYS　東海林さだおが昭和を懐

かしむ
●  命の番人 難病の弟を救うため最先端医療に挑んだ男

＜児童書＞
●  十歳のきみへ　九十五歳のわたしから
●  おおかみとキャベツばたけ
●  ボヨンボヨンだいおうのおはなし
●  しましまじま

伊勢図書館　121-0077　FAX21-0078 小俣図書館　129-3900　FAX29-3902

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前9時～午後7時
 土曜日・日曜日・祝日…午前9時～午後5時

■おはなし会
と　き 毎週土曜日、午後2時30分～
ところ 1階・児童書コーナー

■ビデオの日
と　き 7月9日（日）、午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「新・メグレ警視」（国境の町）

■夏休み子ども映画会
と　き 7月30日（日）、①午前10時～・②午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 ①「ユニコ 1」（手塚治虫原作）
 ②「天才えりちゃんきんぎょを食べた」

■課題図書ブックフェア
と　き 7月1日（土）～8月31日（木）
ところ 1階・児童書コーナー

■図書館探検
と　き 8月2日（水）・3日（木）、午前9時30分～11時30分
ところ 2階・小会議室
対　象 小学4年生～6年生
定　員 各6人（先着順）
内　容 図書館見学・本探しゲーム・本のカバーかけなど
申　込 7月22日（土）から同館へ

■施設利用抽選会（10月～12月分）
と　き 8月1日（火）、午前10時～（受付は午前9時50分～） 
ところ 2階・視聴覚室

■新刊案内
＜一般書＞
●  笙野頼子（現代女性作家読本4）
●  季節を味わう野草摘み
●  銀河のワールドカップ
●  オリエンテーリング　地図を片手に大地を駆ける
●  深夜の見舞客　 
＜児童書＞
●  すがたをかえるしずくのふしぎ
●  働くって何だ　30のアドバイス
●  ひとりぼっちのスーパーヒーロー
●  メルローズとクロック えがおをさがしに
●  しょうゆの絵本（つくってあそぼう）

■利用案内
開館時間　午前９時～午後8時
※7月・8月は、午後8時まで開館します。

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

　 　 25 26 27 28 29

●…休館日　■…おはなし会　▲…午後７時まで開館　★…ビデオの日

（7月）

23
30

24
31

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

　 　 25 26 27 28 29

●…休館日　■…おはなし会　★…上映会

（7月）

23
30

24
31
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診療日 診療時間

月曜日～土曜日
夜　間 

19：30～22：00
内　科 
小児科

内 科 医 師

日曜日・祝日 
1 ／ 1～ 1／ 3

昼　間 
10：00～12：00 
13：00～17：00

内　科 
小児科

内 科 医 師 
小 児 科 医 師

歯　科 歯 科 医 師

夜　間 
19：30～22：00

内　科
小児科

内 科 医 師 
小 児 科 医 師

問い合わせ：内科・小児科（1O8795 ）、歯科（1Q0829 ）

と　き
7月13日（木）

9：30 ～ 12：00

7月20日（木） 

10：30 ～ 12：00

ところ 小俣保健センター 二見老人福祉センター

内　容 離乳食のお話と調理実習 離乳食のお話と試食

持ち物
エプロン、三角巾、タオル、 

母子手帳、子ども用のミルク
なし

伊
勢
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
1
㉗
２
４
３
５
、
FAX
㉑
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
1
㉒
７
８
７
０
、
FAX
㉕
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所 

（
1
42
１
１
１
３
、
FAX
43
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所 

（
1
㉒
０
２
３
５
、
FAX
㉘
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

　

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
（
伊

勢
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

は
、
休
日
と
夜
間
、
応
急
的
な

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
診
療
所
で
は
、
地
域
の

医
師
な
ど
が
連
携
し
、
交
代
で

出
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診
療

体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
病
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
、

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い

け
れ
ど
、
す
ぐ
に
治
療
を
受
け

た
い
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
急
診
療
所
の
た
め
、

症
状
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
2
次

病
院
な
ど
を
紹
介
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
下
表
の
時
間
以
外
に

診
療
を
受
け
た
い
人
や
重
症
の

人
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
（
1
R

１
１
９
９
、
24
時
間

受
付
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

離
乳
食
教
室

乳
が
ん
検
診

　

下
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
6
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

申
込　

7
月
3
日
㈪
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

と
き　

7
月
10
日
㈪
、
①
午
前

10
時
〜
11
時
・
②
午
後
１
時
〜

2
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員　

①
35
人
、
②
45
人
（
先

着
順
）

料
金　

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

申
込　

7
月
3
日
㈪
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

受
診
す
る
と
き
は

● 

必
ず
保
険
証
と
医
療
受
給
者

証
（
持
っ
て
い
る
人
）
を
持
参

す
る

● 

医
師
に
、
症
状
や
服
用
し
て

い
る
薬
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る

● 

子
ど
も
が
受
診
す
る
と
き
は
、

予
備
の
オ
ム
ツ
や
パ
ン
ツ
な
ど

の
下
着
、
タ
オ
ル
な
ど
を
用
意

す
る



平成18年7月号19

1. 各会場で行うもの〈お問い合わせは、各会場（二見老人福祉センターは二見総合支所、ハートプラザみそのは御薗総合支所）へ〉

内　　容 月　　日 時　　間 と　こ　ろ 対　象

子育て相談

7月 4日㈫
9：30 ～ 11：00

二見老人福祉センター

市内在住の人

13：30 ～ 15：00

7月 11日㈫ 9：00 ～ 11：00 中央保健センター

7月 18日㈫
9：30 ～ 11：00

ハートプラザみその
13：30 ～ 15：00

7月 25日㈫ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

7月 26日㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

成人健康相談

7月 5日㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

市内在住の人
7月 6日㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

7月 11日㈫ 13：30 ～ 14：30 ハートプラザみその

7月 20日㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

成人栄養相談

（要予約）
7月 6日㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター 市内在住の人

2. その他　〈お問い合わせは、伊勢保健福祉事務所：伊勢保健所（1Q5148 ）へ〉

内　　容 と　　き と　こ　ろ

ＨＩＶ検査（エイズ検査）
毎週火曜日（8：45 ～ 11：00 ） 

第2火曜日（7月11日、17：30 ～ 19：00 ）

伊勢保健福祉事務所 

：伊勢保健所

こころの健康相談（要予約）第4木曜日（7月27日、13：00 ～ 15：00 ） 三重県志摩庁舎

とき ところ

7月11日（火）9：30 ～13：00 小俣保健センター

7月15日（土）9：30 ～13：00 伊勢市福祉健康センター

7月18日（火）9：30 ～13：00 今一色公民館（二見町今一色）

7月26日（水）9：30 ～13：00 伊勢市福祉健康センター

7月28日（金）9：30 ～13：00 ハートプラザみその

7月の主な相談など

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

　

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

肥
満
予
防

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
1/2
カ
ッ
プ

申
込　

7
月
3
日
㈪
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
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まちの話題

　5月12日、御薗小学校ランチルームで、保護者などを

対象に学校給食試食会が開催されました。

　この試食会は、子どもたちが普段食べている給食を食

べてもらい、子どもたちの食生活について考えてもらお

うと実施したものです。

　この日は、保護者や地区の民生委員など約80人が参加

し、栄養士から説明を受けた後、給食を味わいました。

　外城田川は、かつて、子どもたちや釣り人

でにぎわう親しみのある川でした。

　このような川を取り戻そうと、小俣町内の外

城田川沿線の自治区と市民が協力し、年2回の

ボランティアによる清掃活動を行っています。

　5月21日は、約600人のボランティアが、

堤防のごみ拾いや草刈りを行いました。

　ご協力ありがとうございました。

　5月24日、小俣公民館で、自治区連絡協議会が開

催されました。

　この日は市長も出席し、小俣町内28自治区の区

長の中から、新役員を選任した後、協議会と市との

意見交換が行われました。

　 5月28日、御薗町内一斉清掃が実施されました。

　これは、ごみゼロの日（５月30日）にちなんで、

毎年実施しているものです。

　この日は、小雨が降る中、各地区から参加した

約900人が、道路に捨てられた空きカンやペット

ボトルなどを熱心に拾い集め、約2トンのごみが

回収されました。

　ご協力ありがとうございました。

学校給食試食会

小俣町で外城田川清掃を実施

自治区連絡協議会が開催されました

御薗町内一斉清掃を実施
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種 目
2等

陸海空士（男子）
2等

陸海空士（女子）
曹候補士

一般曹
候補学生

航空学生

受 験
資 格

18歳以上 
27歳未満

18歳以上 
27歳未満

18歳以上 
27歳未満

18歳以上 
24歳未満

高等学校卒業 
（見込みを含む） 
で21歳未満

試験日 9月18日㈷ 9月25日㈪ 9月16日㈯ 9月16日㈯ 9月23日㈷

試 験
場 所

観光文化
会館

陸上自衛隊 
久居駐屯地

観光文化
会館

観光文化
会館

陸上自衛隊 
久居駐屯地

申 込
締切日 9月17日㈰ 9月8日㈮ 9月8日㈮ 9月8日㈮ 9月8日㈮

※申し込みは同事務所へ。

自
衛
官
を
募
集

伊
勢
募
集
事
務
所（
1
M

3
8
8
0
）

裁
判
所
職
員
を
募
集

津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

（
1
津
0
5
9
・
2
2
6
・
4
8
0
5
）

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

選
挙
管
理
委
員
会（
1
K

5
6
3
5
）

伊
勢
春
慶
塗
り
体
験
講
習
会

工
芸
指
導
所（
1
R

4
3
9
7
）

夏
期
研
修
講
座

教
育
研
究
所（
1
O

１
１
2
3
）

講
　
習

募
　
集

　

左
表
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

種
類  

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格　

昭
和
60
年
4
月
2
日
〜
平

成
元
年
4
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試
験
日　

9
月
10
日
㈰

申
込  

7
月
10
日
㈪
〜
18
日
㈫
（
当
日

消
印
有
効
）
に
、
簡
易
書
留
郵
便
ま
た

は
配
達
記
録
郵
便
で
同
課
へ

応
募
資
格  

小
学
生
〜
高
校
生
で
１
人

１
点
（
自
作
品
に
限
る
）

規
格　

明
る
い
選
挙
の
イ
メ
ー
ジ
を
表

す
内
容
で
、
画
材
は
自
由
。
大
き
さ
は

38
㎝
×
27
㎝
〜
54
㎝
×
38
㎝

提
出
方
法　

9
月
8
日
㈮
ま
で
に
、
学

校
経
由
で
同
委
員
会
へ

<

受
講
料
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料>

と
き  

7
月
12
日
㈬
・
19
日
㈬
・
26
日

㈬
、
8
月
2
日
㈬
・
9
日
㈬
（
計
5
回
）

と
こ
ろ　

工
芸
指
導
所
・
会
議
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

弁
当
箱
（
３
段
重
）
の
伊
勢
春

慶
塗
り

定
員　

6
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

３
０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込　

7
月
3
日
㈪
〜
7
日
㈮
に
、
電

話
で
同
所
へ

※
漆
か
ぶ
れ
に
つ
い
て
は
一
切
責
任
を

負
い
ま
せ
ん
。

教
育
一
般

　

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
個

人
情
報
漏
え
い
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
（
ウ
ィ
ニ
ー
）」
な
ど
の
フ

ァ
イ
ル
交
換
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
安
易
な

コ
ピ
ー
感
覚
が
横
行
し
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
で
の

著
作
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

と
き　

7
月
27
日
㈭
、
午
後
2
時
〜
4

時
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会

と
著
作
権
」
中
川
舞
弓
さ
ん
（
㈱
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
著
作
権
協
会
）

申
込　

同
所
へ

特
別
支
援
教
育

　

心
に
障
害
が
あ
る
人
の
感
じ
方
・
考

え
方
を
学
び
、
そ
の
個
性
を
尊
重
し
た

接
し
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

と
き　

8
月
3
日
㈭
、
午
後
2
時
〜
4

時
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
・
Ｌ
Ｄ
・

Ａ
Ｓ
の
発
達
と
教
育
・
接
し
方
」
西
田

清
さ
ん
（
え
じ
そ
ん
く
ら
ぶ
奈
良
・
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
事
務
局
長
兼
教
育
相
談
員
）

申
込　

同
所
へ

学
校
経
営

　

教
育
改
革
を
進
め
る
中
で
、
学
校
経

営
品
質
の
向
上
と
い
う
手
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
学
校
経
営
品
質
」
と
は
何

か
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
学
校
が
ど
の

よ
う
に
改
革
さ
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
す
。

と
き　

8
月
10
日
㈭
、
午
後
2
時
〜
4

時
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
学
校
経
営
品
質
に
つ
い

て
（
基
礎
編
）
」
勢
力
稔
さ
ん
・
辻
喜

嗣
さ
ん
（
三
重
県
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
）

申
込　

同
所
へ
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施
設
見
学
会
「
親
子
コ
ー
ス
」

秘
書
広
報
課（
1
K

5
5
１
5
）

人
権
教
育
を
す
す
め
る

市
民
の
集
い

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課（
1
K

５
６
２
５
）

工芸講座 漆芸作品展

工芸指導所（1R4397 ）

　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー

商
工
政
策
課（
1
K

5
5
６
８
）

下水道浄化センター

夏休み親子見学会

下水道課（1K5606 ）

催

し

物

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

と
き　

8
月
9
日
㈬
、
午
前
9
時
20
分

〜
午
後
3
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

集
合
時
間　

市
役
所
本
庁
１
階
・
市
民

ホ
ー
ル

見
学
コ
ー
ス　

消
防
署
（
神
田
久
志
本

町
）、
山
田
奉
行
所
記
念
館
（
御
薗
町

上
條
）、小
俣
図
書
館
（
小
俣
町
本
町
）、

伊
勢
広
域
清
掃
工
場
・
粗
大
ご
み
処
理

施
設
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
西
豊
浜

町:

廃
油
石
け
ん
作
り
体
験
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
空
の
牛
乳
パ
ッ
ク（
１
ℓ
）、
ゴ

ム
手
袋
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
廃
油
３
３
０

㎖（
あ
る
場
合
）

申
込　

7
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

同
課
へ

と
き　

８
月
１
日
㈫

と
こ
ろ　

五
十
鈴
川
中
村
浄
化
セ
ン
タ

ー
（
中
村
町
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上

の
子
ど
も
と
保
護
者

申
込　

小
学
校
を
通
じ
て
、
申
込
書
を

管
理
課
（
1
K
５
６
０
０
）
へ
提
出

※
見
学
時
間
は
１
時
間
30
分
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

と
き　

８
月
2
日
㈬
、
午
後
2
時
30
分

〜
4
時
20
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア

内
容　

小
・
中
学
生
の
人
権
作
文
発
表
、

講
演 

「
死
ん
だ
ら
終
わ
り 

だ
か
ら
生

き
る
ん
だ
〜
多
文
化
共
生
へ
の
か
け
は

し
〜
」
具
志
ア
ン
デ
ル
ソ
ン
飛
雄
馬
さ

ん
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
多
文
化

共
生
Ｎ
Ｐ
Ｏ
世
界
人
」
理
事
長
）

と
き　

７
月
8
日
㈯
、
午
後
１
時
〜
3
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多

目
的
ホ
ー
ル

内
容　

「
県
民
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」
次

期
戦
略
計
画
（
平
成
19
〜
22
年
度
）
の

策
定
に
あ
た
り
、「
み
え
の
舞
台
づ
く

り
百
人
委
員
会
」
地
域
会
議
の
報
告
、

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
知
事
と
意
見
交

換
な
ど
を
行
い
ま
す

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

と
き　

7
月
7
日
㈮
〜
9
日
㈰
、
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
（
９
日
㈰
は
午
後
3

時
ま
で
）

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
ふ
れ
あ
い
広
場

内
容　

工
芸
指
導
所
の
工
芸
講
座
受
講

生
作
品
（
蒔ま

き

絵え

、
伊
勢
春
慶
、
拭

ふ
き
う
る
し

漆
、

乾か
ん
し
つ漆

、
漆う

る
し
え絵

、
漆
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
な

ど
）
を
展
示

と
き　

7
月
12
日
㈬
、
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
4
階
・
中

ホ
ー
ル

対
象　

事
業
所
の
事
業
主
・
人
事
労
務

担
当
者
・
職
業
家
庭
両
立
推
進
者

消防署

伊勢広域清掃工場

乾
かんしつぎんひょうもんごうし

漆銀平文合子

内
容

● 

講
演
①
「
男
性
の
育
児
参
加
促
進
に

つ
い
て
」
山
本
嘉
博
さ
ん
（
㈱
合
歓
の

郷
管
理
業
務
課
総
務
チ
ー
フ
）

● 

講
演
②
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
に
つ
い
て
」
三
重
労
働
局
雇
用
均

等
室

● 

講
演
③
「
両
立
支
援
助
成
金
に
つ
い

て
」

（財） 

21
世
紀
職
業
財
団
三
重
事
務
所

申
込　

電
話
で
、
同
課
ま
た
は

（財） 

21
世

紀
職
業
財
団
三
重
事
務
所
（
1
津
０
５

９
・
２
２
８
・
２
３
０
０
）
へ　
　

三重県政策部広聴広報室
（1津059・224・2140 ）

知事と語ろう 
　本音でトーク
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ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

岳
秀
と
語
ろ
う
野
焼
の
会

障
害
福
祉
課

（
1
K

５
５
５
８
・
FAX
K

５
５
５
５
）

7月1日（土）にオープン

伊勢市やすらぎ公園プール

  商工政策課（1K5568 ）
  やすらぎ公園プール（1R9700 ）

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
の
体
育
室
を

一
般
開
放

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢（
1
R

１
２
６
６
）

障
害
者
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

支
援
事
業

障
害
福
祉
課

（
1
K

５
5
5
８
・
FAX
K

５
5
5
５
）

と
き　

8
月
28
日
㈪
、午
後
１
時
〜
3
時

と
こ
ろ　

伊
勢
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・

娯
楽
室

内
容　

陶
芸
家
・
辻
田
岳
秀
さ
ん
（
日

本
工
芸
会
員
）
の
指
導
に
よ
る
陶
芸
作

品
の
制
作
を
通
し
て
、
障
害
者
と
健
常

者
の
親
睦
を
深
め
ま
す

定
員　

30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

※
4
人
以
内
の
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も
可
。

申
込　

7
月
31
日
㈪
ま
で
に
、
所
定
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま

た
は
FAX
・
E
メ
ー
ル
（sy

o
g
ai@

c
ity

.

ise.m
ie.jp

）
で
同
課
・
各
総
合
支
所
福

祉
健
康
課
へ

※
所
定
の
用
紙
は
、
同
課
・
各
総
合
支

所
福
祉
健
康
課
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:

/
/
w
w
w
.c
ity

.ise
.m
ie
.jp

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

こ
の
施
設
に
は
、
流
水
プ
ー
ル
・
競

泳
プ
ー
ル
・
幼
児
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

開
設
期
間　

7
月
１
日
㈯
〜
9
月
10
日

㈰
（
7
月
１
日
㈯
〜
20
日
㈭
・
9
月
１

日
㈮
〜
10
日
㈰
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
の
み
開
設
）

開
設
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6

時
30
分
（
9
月
は
午
後
5
時
ま
で
）

利
用
料
金

●　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
０
０
円

●　

小
人
（
小
学
生
以
下
）
２
０
０
円

●　

付
き
添
い（
プ
ー
ル
に
入
ら
な
い
人
）

１
０
０
円

●　

ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
１
０
０
円

※
す
べ
て
3
時
間
ま
で
の
利
用
料
金
で
、

超
過
料
金
は
１
時
間
ご
と
に
50
円
。

※
小
学
3
年
生
以
下
の
人
は
、
保
護
者

同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
案
内

◆ 

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
制
を
実
施
（
本
人

の
み
有
効
）

対
象　

小
学
生
以
下

内
容　

5
回
目
の
入
場
時
に
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆ 

今
年
の
入
場
者
数
「
１
万
人
目
」
の

人
に
記
念
品
を
進
呈

※
い
ず
れ
も
招
待
券
で
入
場
し
た
人
は

対
象
外
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

毎
週
月
曜
日
、
午
前

9
時
〜
正
午

卓
球　

●　

毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時
〜
3
時
20

分
・
午
後
3
時
40
分
〜
6
時
（
祝
日
は

午
後
5
時
ま
で
）

●　

毎
週
水
曜
日
、午
前
9
時
〜
正
午（
第

１
・
2
水
曜
日
は
開
放
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

●　

毎
週
金
曜
日
、午
後
３
時
〜
６
時（
祝

日
は
午
後
5
時
ま
で
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

毎
週
月
曜
日
、
午
後

7
時
〜
8
時
30
分
（
祝
日
を
除
く
）

共
通
項
目

利
用
料
金　

各
２
０
０
円

　

視
覚
障
害
者
ま
た
は
上
肢
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
人
に
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

す
る
た
め
に
必
要
な
ソ
フ
ト
や
サ
ポ
ー

ト
機
器
の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ソ
コ
ン
本
体
の
購
入
費
や

購
入
後
の
助
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
視
覚
障
害

１
・
２
級
ま
た
は
上
肢
機
能
障
害
１
・

２
級
の
人

助
成
額　

機
器
購
入
費
の
2/3
以
内
で
、

限
度
額
は
10
万
円

定
員　

30
人
（
審
査
委
員
会
で
審
査
の

う
え
決
定
）

申
込　

７
月
31
日
㈪
ま
で
に
、
同
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ

　

な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
三
重
県

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
（
1

津
０
５
９
・
２
３
２
・
６
８
０
３
）
へ

※
申
請
に
必
要
な
書
類
・
助
成
制
限
が

あ
り
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

戸
籍
住
民
課（
1
K

５
５
５
４
）

国
民
健
康
保
険
料
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
送
付

医
療
保
険
課（
1
K

５
5
5
１
）

所得審査の
対象者

老齢年金受給
資格の計算に

老齢基礎年金
額の計算に

全額免除
申請者本人

配偶者・世帯主
算入される

免除期間の
3分の 1が反映

4分の 1納付
申請者本人

配偶者・世帯主
算入される

免除期間の
2分の 1が反映

半額納付
申請者本人

配偶者・世帯主
算入される

免除期間の
3分の 2が反映

4分の 3納付
申請者本人

配偶者・世帯主
算入される

免除期間の
6分の 5が反映

若年者
納付猶予

申請者本人
配偶者

算入される 反映されない

介
護
保
険
料
の
納
入
通
知
書
を

送
付

介
護
保
険
課（
1
K

５
５
６
４
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請

を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
免
除
ま
た
は

納
付
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
歳
代
の
学
生
以
外
の
人
に

は
、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。（
任
意
加
入
の
人
は
対
象
外
）

　

申
請
者
な
ど
の
前
年
の
所
得
金
額
が

一
定
以
下
の
場
合
、
そ
の
金
額
に
応
じ

て
、
申
請
年
度
の
保
険
料
（
全
額
ま
た

は
一
部
）
が
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
さ

れ
ま
す
。

　

一
部
納
付
（
４
分
の
１
・
半
額
・
４

分
の
３
）
が
承
認
さ
れ
た
場
合
、
承
認

後
に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
従
っ
て
、

保
険
料
を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
部
納
付
分
の
保
険
料
が
未
納

の
場
合
は
、
保
険
料
未
納
期
間
と
同
じ

扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
免
除

な
ど
を
希
望
す
る
場
合
も
、
所
得
を
確

認
す
る
た
め
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納

付
猶
予
を
申
請
す
る
人
は
、年
金
手
帳
・

印
章
を
持
参
し
、
同
課
・
各
総
合
支
所

生
活
環
境
課
・
各
支
所
の
い
ず
れ
か
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
度
の
介
護
保
険
料
納
入
通

知
書
は
７
月
中
旬
に
、
ま
た
、
特
別
徴

収
開
始
通
知
書
は
７
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
。

普
通
徴
収
の
人
（
納
付
書
払
い
・
口
座

振
替
）
…
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

　

平
成
18
年
度
の
年
間
介
護
保
険
料
額

（
確
定
賦
課
額
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
確
定
賦
課
額
か
ら
暫
定
賦
課
額

（
4
月
〜
6
月
納
期
分
）
を
差
し
引
い

た
額
を
、
残
り
の
納
期
回
数
7
回
（
7

月
〜
翌
年
１
月
）
で
納
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
人
（
年
金
天
引
き
）
…
特

別
徴
収
開
始
通
知
書

　

平
成
18
年
度
の
年
間
介
護
保
険
料

額
・
天
引
き
さ
れ
る
対
象
年
金
の
種
類
・

年
金
天
引
き
額（
10
月
〜
翌
年
8
月
分
）・

仮
徴
収
額
に
変
更
が
あ
っ
た
人
は
そ
の

変
更
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る

人
は
、
普
通
徴
収
の
介
護
保
険
料
納
入

通
知
書
に
、
特
別
徴
収
の
内
容
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
確
定
賦
課
で
は
、
平
成
17
年
度

の
税
制
改
正
（
65
歳
以
上
の
人
へ
の
市

町
村
民
税
非
課
税
措
置
の
廃
止
）
で
、

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が
上
が
る
人

に
は
、
保
険
料
負
担
の
急
激
な
増
加
を

避
け
る
た
め
、激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
を
段
階
的
に
行
い

ま
す
。（
詳
し
く
は
、
通
知
書
に
同
封

し
た
介
護
保
険
料
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

　

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
安
心

し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
た
め
に
必

要
な
財
源
で
す
。

　

平
成
18
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
通

知
書
（
本
算
定
）
は
、
7
月
中
旬
に
世

帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

納
期
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
も
利
用

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
が

で
き
な
い
と
き
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

放
置
し
た
ま
ま
滞
納
が
続
く
と
、
被

保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
国
民
健
康
保
険
料
は
、
加
入
者
の

平
成
17
年
中
の
収
入
な
ど
を
基
に
計
算

し
た
年
間
国
民
健
康
保
険
料
額
（
本
算

定
賦
課
額
）
で
す
。

　

こ
の
額
か
ら
仮
算
定
賦
課
額
（
４
月

〜
6
月
分
）
を
差
し
引
い
た
額
を
、
残

り
の
納
期
回
数
7
回
（
７
月
〜
翌
年
１

月
）
で
納
付
し
ま
す
。

　

な
お
、4
月
以
降
に
加
入
し
た
人
は
、

本
算
定
分
の
み
送
付
し
ま
す
。
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勢田川水質調査結果

姫之橋

2.3

3.7

3.5

北新橋

3.1

15.0

7.5

勢田大橋

6.7

3.9

3.8

一色大橋

1.8

1.5

2.0

勢田川

環境基準

測定地点

（5月26日　西日本技術コンサルタント　分析）

BOD
（mg／  ）

5mg／  以下（勢田大橋）

H18年
5月結果

H17年
5月結果

H17年度
平均

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大きいほど汚
れていることを示します。
　水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費される酸素の
量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

７
月
は

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間

福
祉
総
務
課（
1
K

５
5
5
７
）

コミュニティチャンネルコミュニティチャンネルコミュニティチャンネルコミュニティチャンネル

　

７
月
１
日
㈯
は
更
生
保
護
の
日
。

　

そ
し
て
、
7
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯

罪
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
へ
の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
安
心

し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
た
め
に
必

要
な
財
源
で
す
。

　

平
成
18
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
通

知
書
（
本
算
定
）
は
、
7
月
中
旬
に
世

帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

納
期
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
も
利
用

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
が

で
き
な
い
と
き
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

放
置
し
た
ま
ま
滞
納
が
続
く
と
、
被

保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
国
民
健
康
保
険
料
は
、
加
入
者
の

平
成
17
年
中
の
収
入
な
ど
を
基
に
計
算

し
た
年
間
国
民
健
康
保
険
料
額
（
本
算

定
賦
課
額
）
で
す
。

　

こ
の
額
か
ら
仮
算
定
賦
課
額
（
４
月

〜
6
月
分
）
を
差
し
引
い
た
額
を
、
残

り
の
納
期
回
数
7
回
（
７
月
〜
翌
年
１

月
）
で
納
付
し
ま
す
。

　

な
お
、4
月
以
降
に
加
入
し
た
人
は
、

本
算
定
分
の
み
送
付
し
ま
す
。

離宮の湯  （1L0548 ）

「かわり湯」のご案内（7月～9月）
7月 10日㈪ 森林グリーン
 20日㈭ クールバス
 26日㈬  オリーブ
 30日㈰ クールバス
8月 10日㈭ クールバス
 20日㈰ クールバス
 26日㈯ オリーブ
 30日㈬ レモン

場所　小俣保健センター隣
営業時間　午後2時～10時
 　　　　　（最終入場 : 午後9時）
休業日　火曜日
入浴料金　中学生以上350円、小学生150円、
小学生未満70円
※石けん、シャンプー、タオルなどの入浴用品は施設内で
販売していますが、できる限り持参してください。なお、
浴室内には備えていません。

（アナログ 10チャンネル）

■特集（７月）

二見浦が国指定文化財（名勝）に答申されました

　
■お知らせ

（6/26～7/2 ）
● 勢田川「七夕大そうじ」
● 介護予防事業

（7/3～9）
● お木曳行事
● このごみ、何ごみ ?

（7/10～16 ）
● お木曳行事

（7/17～23 ）
● 子育て支援

（7/24～30 ）
● 伊勢で獲れる美味しい魚

（7/31～8/6 ）
● このごみ、何ごみ ?

　
■市民活動ニュース「おいないパルティ」
　
※アナログ 10 チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3時・6時・
9時から放送を行っています。
　また、市議会定例会本会議および予算特別委員会（設置された場
合）を、開会日の翌日の午後２時と午後７時から放送します。

　
（アナログ 21チャンネル）

　御薗地区のみの放送で、アナログ10チャン

ネルと同じ「特集」「お知らせ」などの行政情

報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。

　
（アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル）

■ニュース　※毎日午後7時更新

■リポート　（企画番組） ※毎週月曜日更新

■ミニコーナー　（情報番組） ※随時更新

■お木曳特別番組　※７月１日～20日、23日、

31日のみ放送
※アナログ 8チャンネル・デジタル 701 チャンネルでは、午前7
時～翌日午前2時の毎時0分から、繰り返し放送を行っています。
　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポートをまと
めて放送します。

※放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください。

秘書広報課（1K5515 ）

9月 10日㈰ ハーブ
 20日㈬ 森林グリーン
 30日㈯ アロエ
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７月の無料相談
種別 相談日など

と　き 毎週月曜日　午後1時30分～3時30分
 ※7月17日は祝日のため18日（火）に行います。

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

対　象 市内に住所を有する人

申　込 相談日当日の午後1時15分まで

 に秘書広報課へ来所

定　員 １日につき8人まで

 （定員を超えた場合は抽選）

と　き 7月6日（木）　午後1時30分～3時30分

ところ 小俣公民館

対　象 市内に住所を有する人

申　込 相談日の2週間前（6月22日）か

 ら社会福祉協議会小俣支所 （1

 27－0509）へ来所または電話

定　員 4人（先着順）

と　き 7月20日（木）　

 午後1時30分～3時30分

ところ 社会福祉協議会御薗支所

 （122－6617）

対　象 市内に住所を有する人

申　込 相談日当日の午後1時15分までに

 社会福祉協議会御薗支所へ来所

定　員 4人（定員を超えた場合は抽選）

と　き 第2・3水曜日（7月12日・19日）

 午前10時～午後3時

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

申　込 相談日当日の午前8時30分から

 秘書広報課へ電話

定　員 1日につき4人まで（先着順）

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後4時 

 （受付は午後3時30分まで）

ところ 三重県栄町庁舎

 （交通事故相談窓口）

 （1津059－228－7350）

と　き 第2・4火曜日

 （7月11日・25日）

 午後1時～4時

 （受付は午後3時まで）

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

法 律

と　き 第3木曜日（7月20日）

 午前9時30分～11時30分

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

申　込 相談日当日の午前8時30分から

 秘書広報課へ電話

定　員 4人（先着順）

(　　　)
多重債務
 クレジット  
 消費者金融 

(　　 )
公 証
遺　　言
契約証明

交通事故

行　　政

種別 相談日など

【市政相談・行政相談】

と　き 第3火曜日（7月18日）

 午前10時～午後3時

ところ 二見生涯学習センター

（問い合わせ）二見総合支所地域振興課

  　 （142－1111）

【市政相談・行政相談】

と　き 第1水曜日（7月5日）

 午後1時～3時   

ところ 小俣公民館

（問い合わせ）小俣総合支所地域振興課

 　  （122－7858）

【市政相談】

と　き 7月14日(金)　午後1時～3時

ところ 御薗公民館

（問い合わせ）御薗総合支所地域振興課

 　　（122－0235）

と　き 第2火曜日（7月11日）

 午後1時～4時

 （受付は午後3時まで）

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

と　き 第2木曜日（7月13日）

 午後1時～4時

 （受付は午後3時まで）

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

 午前9時30分～午後4時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

 （128-6158）

と　き 第1木曜日（7月6日） 

 午後1時～4時

 （受付は午後2時まで）

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後4時

ところ 三重県栄町庁舎

 （消費生活相談窓口）

 （1津059－228－2212）

　 商工政策課（121－5512）

市 政

登 記

人　　権

消費生活

種別 相談日など

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後4時

ところ 福祉総務課（121－5556）

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後5時

ところ 児童長寿課（121－5561）

と　き 月曜日～金曜日 

 午前8時30分～午後5時

ところ 児童長寿課（121－5561）

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後4時

ところ 大世古保育所（125－3676）

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後5時

ところ 教育研究所

 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 

 （122－0285、22－0347）

と　き 毎週水曜日・木曜日  

 午後１時～5時

ところ 教育研究所

 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 

 （122－0285、22－0347）

と　き 月曜日～金曜日

 午前9時～午後4時

ところ 青少年相談センター

 （厚生中学校内）

 （128－6344）

と　き 毎週火曜日　

 午前10時～午後4時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

 35歳以下の人、またはその保護

 者、学校の進路担当教諭

申　込 おしごと広場みえ（1津059－

 222－3309）または、商工政策

 課（121－5568）へ電話

定　員 1日につき5人まで（先着順）

婦 人

母 子

乳 幼 児

と　き 火曜日～日曜日　

 午前9時～午後5時

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」 

 （生涯学習センターいせトピア内）

 （121－0910）

家庭児童

家庭教育

臨床心理士などによる

カウンセリング
（要予約）
（小中学生の教育）

就 職

種別 相談日など

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

 午前9時～午後5時

ところ 中高年齢者職業相談室

 （サンライフ伊勢内）

 （128－1267）

と　き 月曜日～金曜日

 午前8時30分～午後5時

ところ 伊勢市地域包括支援センター

 （伊勢市福祉健康センター内）

 （127－2431）

と　き 第4水曜日（7月26日）　

 午後1時～3時

ところ 社会福祉協議会二見支所

 （二見ふれあいプラザ内）

 （143－3994）

と　き 第1水曜日（7月5日）　

 午後1時～3時

ところ 小俣公民館

（問い合わせ）　社会福祉協議会小俣支所

 　　 (127－0509）

と　き 第２水曜日（7月12日）　

 午後1時～3時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所 

 （伊勢市福祉健康センター内）

 （127－2425）

と　き 第3水曜日（7月19日）　

 午後1時～3時

ところ ハートプラザみその

（問い合わせ）社会福祉協議会御薗支所

 　  (122－6617）

中高年齢者
職 業

老 人
在宅介護

心配ごと

教 育
小中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など

青 少 年
（非行・いじ
めなど）

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けられません
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７月の無料相談
種別 相談日など

と　き 毎週月曜日　午後1時30分～3時30分
 ※7月17日は祝日のため18日（火）に行います。

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

対　象 市内に住所を有する人

申　込 相談日当日の午後1時15分まで

 に秘書広報課へ来所

定　員 １日につき8人まで

 （定員を超えた場合は抽選）

と　き 7月6日（木）　午後1時30分～3時30分

ところ 小俣公民館

対　象 市内に住所を有する人

申　込 相談日の2週間前（6月22日）か

 ら社会福祉協議会小俣支所 （1

 27－0509）へ来所または電話

定　員 4人（先着順）

と　き 7月20日（木）　

 午後1時30分～3時30分

ところ 社会福祉協議会御薗支所

 （122－6617）

対　象 市内に住所を有する人

申　込 相談日当日の午後1時15分までに

 社会福祉協議会御薗支所へ来所

定　員 4人（定員を超えた場合は抽選）

と　き 第2・3水曜日（7月12日・19日）

 午前10時～午後3時

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

申　込 相談日当日の午前8時30分から

 秘書広報課へ電話

定　員 1日につき4人まで（先着順）

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後4時 

 （受付は午後3時30分まで）

ところ 三重県栄町庁舎

 （交通事故相談窓口）

 （1津059－228－7350）

と　き 第2・4火曜日

 （7月11日・25日）

 午後1時～4時

 （受付は午後3時まで）

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

法 律

と　き 第3木曜日（7月20日）

 午前9時30分～11時30分

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

申　込 相談日当日の午前8時30分から

 秘書広報課へ電話

定　員 4人（先着順）

(　　　)
多重債務
 クレジット  
 消費者金融 

(　　 )
公 証
遺　　言
契約証明

交通事故

行　　政

種別 相談日など

【市政相談・行政相談】

と　き 第3火曜日（7月18日）

 午前10時～午後3時

ところ 二見生涯学習センター

（問い合わせ）二見総合支所地域振興課

  　 （142－1111）

【市政相談・行政相談】

と　き 第1水曜日（7月5日）

 午後1時～3時   

ところ 小俣公民館

（問い合わせ）小俣総合支所地域振興課

 　  （122－7858）

【市政相談】

と　き 7月14日(金)　午後1時～3時

ところ 御薗公民館

（問い合わせ）御薗総合支所地域振興課

 　　（122－0235）

と　き 第2火曜日（7月11日）

 午後1時～4時

 （受付は午後3時まで）

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

と　き 第2木曜日（7月13日）

 午後1時～4時

 （受付は午後3時まで）

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

 午前9時30分～午後4時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

 （128-6158）

と　き 第1木曜日（7月6日） 

 午後1時～4時

 （受付は午後2時まで）

ところ 秘書広報課広報広聴係

 （121－5515）

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後4時

ところ 三重県栄町庁舎

 （消費生活相談窓口）

 （1津059－228－2212）

　 商工政策課（121－5512）

市 政

登 記

人　　権

消費生活

種別 相談日など

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後4時

ところ 福祉総務課（121－5556）

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後5時

ところ 児童長寿課（121－5561）

と　き 月曜日～金曜日 

 午前8時30分～午後5時

ところ 児童長寿課（121－5561）

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後4時

ところ 大世古保育所（125－3676）

と　き 月曜日～金曜日　

 午前9時～午後5時

ところ 教育研究所

 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 

 （122－0285、22－0347）

と　き 毎週水曜日・木曜日  

 午後１時～5時

ところ 教育研究所

 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 

 （122－0285、22－0347）

と　き 月曜日～金曜日

 午前9時～午後4時

ところ 青少年相談センター

 （厚生中学校内）

 （128－6344）

と　き 毎週火曜日　

 午前10時～午後4時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

 35歳以下の人、またはその保護

 者、学校の進路担当教諭

申　込 おしごと広場みえ（1津059－

 222－3309）または、商工政策

 課（121－5568）へ電話

定　員 1日につき5人まで（先着順）

婦 人

母 子

乳 幼 児

と　き 火曜日～日曜日　

 午前9時～午後5時

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」 

 （生涯学習センターいせトピア内）

 （121－0910）

家庭児童

家庭教育

臨床心理士などによる

カウンセリング
（要予約）
（小中学生の教育）

就 職

種別 相談日など

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

 午前9時～午後5時

ところ 中高年齢者職業相談室

 （サンライフ伊勢内）

 （128－1267）

と　き 月曜日～金曜日

 午前8時30分～午後5時

ところ 伊勢市地域包括支援センター

 （伊勢市福祉健康センター内）

 （127－2431）

と　き 第4水曜日（7月26日）　

 午後1時～3時

ところ 社会福祉協議会二見支所

 （二見ふれあいプラザ内）

 （143－3994）

と　き 第1水曜日（7月5日）　

 午後1時～3時

ところ 小俣公民館

（問い合わせ）　社会福祉協議会小俣支所

 　　 (127－0509）

と　き 第２水曜日（7月12日）　

 午後1時～3時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所 

 （伊勢市福祉健康センター内）

 （127－2425）

と　き 第3水曜日（7月19日）　

 午後1時～3時

ところ ハートプラザみその

（問い合わせ）社会福祉協議会御薗支所

 　  (122－6617）

中高年齢者
職 業

老 人
在宅介護

心配ごと

教 育
小中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など

青 少 年
（非行・いじ
めなど）

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けられません
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※外国人登録者を含む

総人口  136,803人 （－60人） 男　性64,963人 （－34人）

世帯数  52,344世帯 （＋13世帯） 女　性71,840人 （－26人）

人の動き（５月末現在） 　５月５日～６月４日の毎週金曜日・

土曜日・日曜日に行われた第１年次

お木曳行事「陸曳」の様子です。

威勢よく「どんでん返し」

慶
けいこういんびき

光院曳（磯町）

←
→
全
国
か
ら
参
加
し
た
一
日
神
領
民
と

    

お
も
て
な
し

おか  びき

慶
けいこういんびき

光院曳（磯町）


